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　　　　　　 祝詞にもとづく再構成の試み

小 長 谷　 　有 紀*

Milking Ritual of Mares, Cows and Ewes in Mongolia

 Yuki  • KONAGAYA

   The ritual of milking is one of the most important components of 

Mongolian pastoral culture. If we can make clear the meaning of that 

ritual, we can underdtand an important aspect of Mongolian pas-

toralism. Nowadays in Mongolia the milking rituals do not exist. But 

by reading and analyzing Mongolian prayers and the coments on them, 

we can reconstruct the milking rituals. 

   The ceremony to declare the opening of the milking season is known 

as the ritual called  "iirs gargax yos" in Mongolian language, which 
means "the ritual of getting seeds". Why is the ritual of getting "milk" 

called the ritual of getting "seeds" ? Is milk the symbol of seeds  ? 

   At the ceremony people blessed not all of mares' milk, but just the 

milk of mares which have just given birth for the first time. So we can 

understand that people celebrate the beginning of birth or the coming to 

maturity of those mares. That is the more important meaning of this 

ritual than the opening of the mares' milk season. 

   In the case of cows and ewes, the words and sentences of the prayers 

are very similar to those for mares. And in some prayers the speakers 
declare that they bless the milk of cows which have just given birth for 

the first time. So clearly the main purpose of the rituals of the milking 

of cows and ewes is the same as the ritual of the milking of mares. 
   While there is another type of milking ritual for ewes, the purpose 

of the Mongolian milking ritual called  "ars  gargax  yos" is the praying for 

reproduction. And the word  ars, that is seeds, represents descendants.
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By means of these rituals people pray for the increase of domestic 

animals. This main purpose of milking rituals in Mongolia may be en-

tirely different from that of similar rituals in the Mediterranean region.

1.は じめ に

2.　 ウマの搾乳儀礼

　 (1)ウ マの搾乳作業

　 (2)儀 礼 における手続 き

　 (3)儀 礼における祝詞

3.ウ シの搾乳儀礼

　 (1)ウ シの搾乳作業

　 (2)儀 礼 における手続 き

　 (3)儀 礼におけ る祝詞

4.ヒ ツジの搾乳儀 礼

　 (1)ヒ ツジの搾乳作業

　 (2)儀 礼における手続 き

　 (3)儀 礼におけ る祝詞

　 (4)も う一つの搾 乳儀 礼

5.　さい ごに

1.は じ め に

　一般に,搾 乳は,牧 畜を成立させた画期的な二大技術の一つとして,去 勢 とともに

重視 されている　【梅棹　1965:75-78】。それゆえに,搾 乳をめ ぐる技術的な側面は,

牧畜文化の重要な構成要素として,し ばしば考察の対象とされてきた。モンゴルに関

しても,搾 乳およびそれに連続する乳加工にこついて技術的な側面の研究は蓄積されて

いる。

　た とえば,生 態人類学的立場にたった梅棹の一連の研究 【梅棹　 1950,1951,1952,

1955】があ り,こ れらに対 して言語学的な視点からの検討 も試みられた 【田中　 1977】。

さらに,こ れら両者における研究対象地域の違いを考慮 しながら,両 者の視点の違い

を整合 しようとい う検討も試みられた 【利光　 1984】。また,技 術開発や技術援助とい

う立場にたった,乳 製品の化学的分析も累積 している　【中江　1976,1977;越 智

1991a,1991b;AccoLムs　 et　AuBIN　 1975】。

　こうした技術的側面に関する研究にくらべると,搾 乳にともな う儀礼に関する研究

は,決 してすすんでいるとはいえない。搾乳は牧畜を成立せ しめている重要な技術で

あるだけに,そ れにともなう儀礼 もまた,充 分に考察されてしかるべきであろ う。

　これまでのところ,モ ンゴルにおける乳をめ ぐる儀礼といえば,も っば らウマの乳

をもちいる儀礼が注目を集めてきた。13世 紀のモンゴル帝国の様子をかいまみたマル

コ ・ポーロやルブルクの記録にも登場 している。たとえば,マ ルコ ・ポmは 夏の宮
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殿である上都開平府について記述する際に,星 占師らによる 「毎年陰暦8月28日 を期

して白馬の乳を地上 と空中に散布 し,も ろもろの精霊に供養され よ。精霊にこの馬乳

を供養 さえすれば,彼 らはきっとカーンの所有するすべてのもの,す なわち男女を問

わずいっさいの人間 ・家畜 ・鳥獣 ・穀物そのほかあらゆるものを保護するであろ う」

という進言にしたがって,祭 りをとりおこなうために上都をこの日に出発するのだと

記 している 【ポーロ　 1970:172】。また,ル ブルクは 「5月9日 には,占 者たちは家

畜群から白い牝馬を全部集めて聖別 します。キリス ト教の司祭たちも提香炉を持 って

そこへ集まらな くてはな りません。それから,新 しい コスモス酒(馬 乳酒)を 地面に

まきち らし,そ の日は非常な御馳走をいた します」 と,記 録 している　【ドーソン

1965:281】。これらの記述にみ られるような馬乳を散布する儀礼では,儀 礼の対象が

白馬に限られてお り,ま たカーンたちが主催する政治的な儀礼 となっている。政治的

な儀礼であるがゆえに歴史学の立場からもはや くか ら注 目されて きた 【ドーソン

1971:179な ど】といえよう。政治的な文脈をあたえられたこうした儀礼をよりふかく

理解するためにも,民 間において生業とより密接に結びついてきた儀礼を考察してお

くことは重要であろう。搾乳とい う牧畜上の作業 と連動 して実施される儀礼を,生 業

儀礼 としてとらえ,本 稿ではこれを 「搾乳儀礼」 とよんで考察の対象とする。

　ただし,現 在では搾乳作業にともな う儀礼はほとんどおこなわれていない 【SAM-

PILDENDEV　 1985:42】。これまでに残されたわずかな文献資料に依存するほかない1)0

モンゴル各地で収集された口承文芸は,し ば しば儀礼に関連する祝詞を収録 していた

[RiNTCHEN　 1959;XORLOO　 196b;DAMDYN＄UREN　 1959;GAADAMBA　 and　TSEREN-

soDNoM　 1967;SAMPILDENDEV　 1985,1987]。 こうした口承文芸の資料が,そ こに付

された若干の説明とともに,民 族誌的にきわめて貴重な資料を提供 してくれる。本稿

では,こ れまでに口承文芸 として収集された祝詞などの分析を通 じて,モ ンゴルにお

ける搾乳儀礼を再構成 したい。なお,こ こであつか う口承文芸資料は,い ずれもモン

ゴル人民共和国か ら刊行されたものであ り,ほ とんどモンゴル人民共和国のデータで

ある。ただし,一 部に中国内蒙古自治区の情報をふ くむ ものがあ り,そ のような資料

をあつか う場合には本文で注記することとする。

　口承文芸資料を素材として,す でに文学的立場か らもウマの搾乳儀礼は注目されて

いた。その うち,い くつかの祝詞については精密な翻訳がほ どこされた 【SERRUYS

1)　 ボブスグル湖周辺にすむ ダルハ ト族に関す るエス ノグラフィーは,多 様な儀礼の状 況を記

述 しているに もかかわ らず,搾 乳儀礼に言及 していない[BADAMXATAN　 1965】。わずかに,

後述す るSodonomが 記憶 の中の儀礼を記 しとどめてい る[SoDoNoM　 19651。
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1974】。 ま た 翻 訳 と と も に 搾 乳 儀 礼 を 紹 介 した も の も あ る　【蓮 見 　1979;HuM-

PHREY　 l981】2)0し か しな が ら,充 分 な理 解 が ゆ き と どい た とは 思 わ れ な い。 た とえ

ば,そ の儀 礼 の 名 称 とい う基 本的 事 項 につ い て も,以 下 の よ うに見 解 がわ か れ て い る。

　 モ ン ゴル に お い て,乳 を め ぐる儀 礼 と して 「ウル ス ・ガル ガハ ・ヨス　urs　gσ厂gακ

yos」 とい う民 俗 語 彙 が よ く知 られ て い る。 「ウル ス」 とは 種 を 意 味 す る名詞 ウル の複

数 形 で あ り,た とえ ば 「ウル ・タ リフur　 tarix」 で種 を植 え る,す な わ ち 「播 種 」 を

意 味 す る。 こ う した 種 や 果 実 の 意 味 か ら派 生 して,「 ウル ・ド ゥンur　 dun」 とい う連

語Y'よ っ て 「成 果,結 果 」 を 意 味 す る こ と もあ る。 儀 礼 を さす 「ウル ス ・ガル ガハ ・

ヨス」 は,直 訳 す る と 厂種(複 数)を ・出す ・しきた り」 とな る。 この 「ウル ス(種)」

とは,一 般 に 「ス ー(乳)」 の こ とで あ る とみ な され て い る　【SAMPILDENDEV　 1987:

54;NIYAMBuu　 1976:72]。 儀 礼 に お い て 実 際 に は 「乳 を と りだ す 」 こ とか ら,そ

の よ うな一 般 的 理 解 が もた ら され た の で あ ろ う。 これ に対 して,や や古 い民 族 誌 的 記

述 にこ依 拠 しよ う とす るHumphreyは,ウ ル ス を 「子 孫 」 の 意 味 で あ る と解 釈 して い

る 【HUMPHREY　 1981:78]。 た しか に,ウ ル には 一 方 で 子孫 や幼 児 を意 味 す る語 彙 が

存 在 す る。 た とえ ば 「孫 」 の意 で あ る語 彙 ア チQCIと 連 語 に して,「 ア チ ・ウル」 と

い えば ま さに 「子 孫 」 を 意 味 す る。 実 際 に は 「乳 を 出す 」 作 業 に と もな う儀 礼 的 行 為

が,な ぜ 「乳 を 出 す し きた り」 と よば れ ず に,子 孫 を 意 味 す る語 彙 を もち い て 「種(複

数)を 出 す しきた り」 と よばれ る の で あ ろ うか 。 儀 礼 の総 体 を しめす 名 称 で あ るだ け

に 本 質 的 な問 題 が か くされ て い る よ うに思 わ れ る。 に もか か わ らず,こ れ まで ほ とん

ど議 論 され て こな か った の で あ る。

　 この よ うな 論 点 を 明 らか に して い く うえで,搾 乳 儀 礼 を ウマ に限 定 す る こ とな く,

他 の家 畜 も考 察対 象 に ふ くめ る こ とが 必 要 で あ ろ う。 な ぜ な ら,「 ウル ス ・ガル ガ ハ

・ヨス 」 は ,ウ マ の 搾 乳儀 礼 を さす こ とが 多 い か らで あ る。 ウマ 以外 の場 合 には 同様

に よば れ る場 合 もあ るが簡 単 に 「ツ ァツ ァルcacal」 あ る い は 「サ ツ ァルsacal」 とよ

ば れ る こ と も多 い 。 これ ま で もっば ら重 視 され て きた ウマ の搾 乳 儀 礼 には,な ん らか

の 特 殊 性 が そ な わ って い る もの と考 え られ る。 そ して,そ の よ うな特 殊 性 は,他 の家

畜 の 場 合 との 比較 に よ って初 め て 明 らか とな るに ち が い な い。

　 と ころ で,ツ ァツ ァル とは,乳 を大 地 に ふ りま くとい う儀 礼 的 行 為 を さす 。 伝 統 的

に は九 つ の穴 の あ い た,「 ツ ァツ ァル」(古 い縦 文 字 の つ づ りで はsaculi)と よば れ る

木 製 の匙 が使 用 され て きた(図1参 照)【TAUBE　 1983:70】 。 匙 を一 度 ふ りあ げ る こ

2)　 ウマの利 用に焦点をあてて,・そのなかで搾乳 も考察す る とい う視座を もつ もの もあ る　吶

　田　 1987;AuBIN　 1986】。
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とによって9滴 ふ りまくことにな

る。これをもちいて天地にむかっ

て乳をふ りまく行為は,搾 乳の儀

礼ばか りでなく,多 様な場面で実

施される。たとえば,男 を戦地に

送 り出すなどの別離の時に,家 人

が乳を大地にふ りまいて無事を祈

る。つまり,ツ ァツァルとは,搾

乳儀礼 とい う特定の儀礼に限ち

ず,よ り一般的な儀礼的行為であ

る。先にこのべたマルコ ・ポmの

記述する儀礼でもツァツァルをふ

くんでいるし,後 述するようにウ

マやその他の家畜の搾乳儀礼にお

いても,ツ ァツァルの行為は実行

される。本稿は,広 義のツァツァ

図1　 ツァツ ァル とよばれる儀礼用 の木製匙

　 　　 　　(Taube　 【1983】よ り)

ルー般を考察対象とするものではなく,ツ ァツァルをも構成要素 としてふくみ もった

搾乳儀礼を対象とするものである。

　これまでウマにかたよりすぎてきた研究状況をふまえながら,本 稿では,他 の家畜

種を考察に くわえて比較 しつつ,モ ンゴルにおける搾乳儀礼の全体像を把握 したいと

考える。ウマの乳をもちいる儀礼は,た しかに政治的な儀礼に くみこまれるという重

要性をもっている。 ウマの乳をもちいた儀礼や,ウ マの搾乳儀礼について考察を深め

るうえでも,他 の家畜の場合の搾乳儀礼を視野にいれておく必要があるだろう。また,

家畜種相互の比較によって初めて,家 畜種をこえて搾乳儀礼全体に共通するモンゴル

的な特徴を明らかにすることもできよう。さらにまた,家 畜種間に共通するモンゴル

の特徴を,他 の牧畜文化圏と比較する道もひらかれよう。

　 ウマやウシやヒツジそれぞれの搾乳儀礼において,い かなる行為が実践 され,何 が

どのように語られているのだろうか。家畜種ごとによって何が異な り,何 が共通 して

いるのだろ うか。儀礼における行為 と祝詞などを手がか りにして,搾 乳をめ ぐる行動

様式あるいはその背景にひそむ思考様式について考察 してゆ く。なお,ラ クダにつ

いては資料不足のため考察 しえなかった3)。このような制限があるものの,家 畜種

相互の類似と相違 とを明らかに し,モ ンゴルの多様な様相を把握することはできる
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で あ ろ う。

2.ウ マの搾 乳儀礼

(1)ウ マの搾乳作業

　ウマは,そ の利用について他の家畜 と比較す ると明瞭にこなるように(表1参 照),

もっばら乗用 としてきわだった家畜であるが,他 の家畜 とともに搾乳の対象にもなる。

ウマの場合,交 尾期が人為的にコントロールされていないので,出 産時期にばらつき

がみられる。その点はウシと同様であるにもかかわらず,搾 乳はウシのようにばらば

らに開始されずに,ヒ ツジのようにいっせいに開始される(表2参 照)。 これは,馬

乳の特異的な化学的性質 とも密接に関係 している。

　馬乳は,他 の家畜の乳 と異なって,撹 拌によって乳脂肪を分離することができない

ために,各 種の乳製品を加工することができず,た だ馬乳酒にのみ加工 される 【チム

ドドルジ　 1989】。 この馬乳酒は,長 期保存がきかないので一時的に消費 されるしか

表1　 家畜の多様な利用

交通 ・運輸

　 ;

食　　　用　 1　衣および住

　 　 *7

i　　　　　　 i

乗用 牽引 積載 搾乳 屠殺 毛 毛皮

ヒ ツ ジ 一 一 一 O 0 0*5 OO

ヤ　 ギ 一 攜 闇 一 0 *3 ◎ ◎

ウ　 シ 一 ◎ 一 ◎ O 0*6 0

ウ　 マ 0 0 0*Z 0 *4 O*6 0

ラ ク ダ ○*1 ○*1 OO 0 *4 0 一

*1:冬 季 に利用す る

2:狩 の獲物 な どをかけ る程度

3:特 別 に石焼 き料理 とす る

4:減 少 しつつある

5:フ ェル トは家屋 に利用す る

6:尾 ・たてがみ を縄 にす る

7:そ の うちの殺 さない利用方法

3)　 ラ ク ダ放 牧 が さか ん な こ とで有 名 な ア ラ シ ャ ン地 方 に は,「 ウル ス ン ・ナ イ ルursun　 nair」

　 す な わ ち 「ウル ス の祭 り」 とい う名 の祭 典 が も よお され る[SON7AB　 and　 SuclNB皿G　 1989:

　269-309]。 しか し,搾 乳 と の関 連 や,と くに ラ クダ との 関係 をみ いだ す こ とは で きな い 。
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ない。また,一 回の搾乳によって

一頭から搾れる量は300ccほ どで

少なく,一 日に7回 などと頻繁に

搾乳する必要がある。こうした生

物的条件および化学的条件を背景

に,ま とまった頭数を一時期に集

表2　 季節的集中度

家畜の出産状況 搾乳作業の状況

ヒ ツジ 集 中タイプ 集中 タイ プ

ウ　 シ 拡散 タイ プ 拡散 タイ プ

ウ　 マ 拡散 タイ プ 集中 タイ プ

中 して搾乳 し,ま とめて消費するのである。

　 ウマの搾乳は現在もおこなわれている。その期間は通常,7月 から8月 にかけての

2ヶ 月ほどに限 られる。まず,搾 乳を開始するにあたって,家 の前に2本 の杭を うち,

その間に 「ゼルjel」 とよばれる綱を地面に這わせるよう張る。メスウマよりも先に

まず子ウマを馬捕 り竿でひっかけてとらえ,ゼ ルにゆわえてお く(写 真1参 照)。 そ

れから,そ の子の母をつかまえるとい う手順をとる。いったん捕捉された母ウマは,

自発的にゼルの周辺にいて子ウマのそばを一日中離れないといわれている。少な くと

も遠 くへ行ってしまうことはない。こうして子ウマをおとりのようにして一日に何度

も搾乳する。その 日の最後の搾乳が終わった時点で,子 ウマは綱から解放され,母 ウ

マとともに群れ としてまとまりつつ,宿 営地からやや離れたところへと追われる。そ

して,翌 朝ふたたび子ウマから順次捕捉される。

　 このように,ウ マの搾乳には手間がかかる。また,数 頭のメスが出産するほどの馬

群を所有していなければ,乳 量を確保できない。すなわち,富 裕でかつ労働力に余裕

写真1　 ウマの搾乳
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のある牧戸でなければ,な かなか毎年 ウマの搾乳を実施することはできない。

　搾乳にあたっては,ま ず子ウマに哺乳させるとい う,い わゆる催乳(=suckling)

をおこなってから,子 ウマをひきはなして搾乳する。搾乳は,ウ シとちがって家畜個

体の左側からアプローチされる。この左側は,乗 馬のときにアプローチする側でもあ

り}ウ マに対するあらゆるアプローチの際の 「正しい側」 とされている。かならず,

搾乳老以外にもう一人が介添 し,子 ウマをひきはなす とともに,し ば しば 「グレー,

グレー」などと声をかける。このかけ声は,母 ウマをなだめるのだと理解されている。

　 このようなウマの搾乳が開始される頃に,厂 ウルス ・ガルガハ ・ヨス」 とよばれる

儀礼がおこなわれてきた。1940年代まで実施されていたとい う【SoDoNoM　 1965:301。

実施時期については,5月 末,旧 暦4月(新 暦5月 頃),旧 暦5月(新 暦6月 頃)な

どのばらつきがみられる。地域差もさることながら,年 ごとの植生状況に応 じるため

に,日 時が固定される必要はないのである。ただし,儀 礼に潜在する意味を考察する

うえで,ど のような 「とき」として認識 されているかは重要であろう。

　 これについて,初 めて搾乳するときと,初 めて馬乳酒ができるときとの二つがある

といわれている　【HUMPH-tEY　 1981:78;NIYAMB肌 ∫1976:72】 。実際には,後 者の

「初めて馬乳酒ができるとき」が選択 された可能性が高い。なぜなら,も し前者の場

合すなわち搾乳開始にあたって儀礼をおこなうのであれば,そ のときにはまだ馬乳酒

ができていないので,人 々にふるまうべき酒がまだ用意できていないことになるから

である。馬乳酒は薬効成分をふ くむ貴重な食品で,こ の飲用は静養療法ともなってお

り　【小長谷　 1991c】,こ のような馬乳酒を味わ うことはまさに祭 りにふさわ しい。実

質的に娯楽的な内容を儀礼にもりこんで祝祭化を可能にするか らこそ,「 馬乳酒を初

めて味わ うとき」が儀礼化の契機 とな りやすいのであろ う。

　こうした状況は,一 見すると,一 般に農耕社会でみられる収穫儀礼 と同様であ り,

収穫時の初物を神や祖霊などにささげる儀礼的行為と非常に類似しているようにみえ

る。このような儀礼化の契機をになっている 「初物」を重視するならば,す でにご加工

されたものを 「初めて味わ うとき」 と 「初めて搾るとき」とは,そ れほど厳密に区別

する必要はあるまい。これまで峻別されてきたのは,「搾乳 シーズンの開始」と 「馬

乳酒シーズンの開始」でしかなく,い ずれにせよ,一 年間の生業暦のなかに うめこま

れた収穫儀礼に相当するような 「シーズンとしての開始」を儀礼の契機として設定し

てきたにすぎない。

　た しかに,「その年の初搾 り」 とい う儀礼化の契機は,ウ マの搾乳をやめるときの

儀礼的行為と対をなしているという点で重要である。 ウマの搾乳をいっせいに始めた
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な ら,い っせ い に 止 め る と きが や が て来 る。 そ して,馬 乳 酒 の シー ズ ン も終 了 す る。

この終 了作 業 は 「グー ・タ ビフguu　 tabix(メ ス ウマを ・解 放 す る)」 あ る い は 「オ ナ

ガ ・タ ビ フunaga　 tabix(子 ウマ を ・解 放 す る)」 と よば れ,祝 詞 な どを のべ る な どの

儀 礼 的 行 為 を と もな う 【SAMPILDENDEV　 1987:108;ARIYASUREN　 1991:69j。 終 了行

為 と対 に な って い る こ とは,開 始 行 為 が 「グ ー ・バ リフguu　 barix(メ ス ウマ を ・捕

まえ る)」 とい う特 定 の語 彙 で よば れ,ま さに対 を な した 表 現 で あ る こ とか ら も理 解

しや す い4)0

　 以上 の よ うに,ウ マ の搾 乳 儀 礼 の 契 機 と して搾 乳 作業 の 開始 を重 視 す る と,そ れ は

搾 乳 シー ズ ンあ る いは 馬 乳 酒 の シ ーズ ン到 来 を意 味 し,そ れ が シー ズ ンで あ る以 上,

終 わ りの切 れ 目を とも な うもの に な って くる。 搾 乳 シー ズ ンあ る い は馬 乳 酒 の シ ー ズ

ンの区 切 りを 意 味 す るに ふ さわ しい 用語 と して は,「 グ ー ・バ リフ」 「グ ー ・タ ビフ」

の対 句 が存 在 す る。 「グ ー ・バ リフ」 とは,ウ マ の 搾 乳 に か か わ る具 体 的作 業 を 表 現

した 名 称 で あ って,ひ い て は 搾 乳 シ ーズ ンの 開始 を意 味 し うる。 一 方 「ウル ス ・ガル

ガ ハ ・ヨス(種 を ・出す ・し きた り)」 とい う名 称 は,ウ マの 搾 乳 作 業 と直接 か か わ

る語 彙 では な く,儀 礼 の 意 味 内 容 を お そ ら く反 映 して い る に ち が い な い。

　 で は い った い,「 種 を 出 す し きた り」 とい う名 称 に対 して よ りふ さわ しい意 味 内 容

と うもの が あ るの だ ろ うか 。 搾 乳 シ ーズ ンひ い て は馬 乳 酒 シ ー ズ ンの区 切 りを つ け る

以 外 に,儀 礼 化 の 契 機 とな り うる もの が あ る のだ ろ うか 。 儀 礼 に お け る行 為 か ら考 察

を す す め る。

(2)儀 礼におけ る手続 き

　 ウ マの搾 乳 儀 礼 「ウル ス ・ガ ル ガ ハ ・ヨス」 は,ゼ ル(綱)の 祝福 な ど一連 の儀 礼

的 行 為 か ら な っ て お り　 【HUMPHREY　 1981:78】,そ の一 つ に 「オ ー ガ ン ・オ ナ ガ

uugan　 unaga(初 子 ・一 歳 馬)」 の祝 福 が あ った 。 オ ー ガ ンとは,人 や 家 畜 に対 して も

ち い られ,長 子 す な わ ち 初 子 を 意 味 す る5)。 ウ マ の搾 乳 に あ た って,メ ス ウマ よ りも

先 に まず 子 ウマ た ち が つ か ま え られ るが,搾 乳 儀 礼 の際 に 限 って,子 ウマ た ち の なか

4)　 グー ・・ミリフの語 につ いて,Humphreyは 本来は出産の意味であ るとい う解釈 を試み てい

　 るが,そ の ような解釈は不要であ るばか りか,誤 りであ る可能性 も高い。 メスウマを 「捉 え

　 る(バ リフ)」作業 と 「放す(タ ビフ)」作業 との対は,き わめて素直 に了解 できる対句的 な

　 表現 である。

5)　 オーガ ンは,初 子 と翻訳 す ることもで きる。ただ,初 子 とい う言葉には,も う一つ の解釈

　 が可能 である。「それぞれの個体に とっての初子」ではな く,「群れ全体にお いてある年 に最

　 初 に生 まれ た子」 とい う意味に もな りうる。た とえば,西 ウジムチ ン旗におけ る筆者 の調査

　 では,こ うした子 ウシにのみ鈴をつけ る風 習がみ られ,た しかにその よ うな存在 もマ ーキ ン

　 グされ ている ことは確 実であ る。 また,そ の ような子畜に対 して 「群れの先達 となれか し」/
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で も最 初 に初 子 で あ る子 ウ マた ち が 捕捉 され た。 そ して,そ の首 に ハ ダ ク　 //　 (薄

くて細 長 い絹 布)が む す ば れ,ゼ ル(地 面 を は う綱)の 始 端(上 側 とみ な され て い る

ほ う,西 も し くは高 所 にあ るほ う)に ゆ わ え られ た。 この始 端 の付 近 に,祭 りの た め

の宴 席 が も うけ られ た 。 大 きな 馬 群 で あ れ ば,そ の よ うな あつ か いを うけ る初 子 は何

頭 も存 在 した で あ ろ う。 地 方 に よ って は,通 常 は乗 用 しな い こ とに な って い る種 オ ス

ウマ に乗 って,初 子 ウマを つ か まえ た と もい う 【SoDoNoM　 1965:31】6)。

　 ほ か の子 ウマた ち もい るな か で,特 定 の あ つ か い を うけ,意 味 づ け され る初 子 ウマ

た ち が存 在 して い る こ とは,き わ め て 重要 で あ る。 初 子 で あ る こ と,言 い 換 え れ ば そ

れ らの母 た ちが 初 産 であ る こ とが,儀 礼化 の契 機 を に な って い る と推 測 され よ う。「初

産 」 とは,個 体 に と って の 「出産 開始 」 を意 味 し,同 時 に個 体 に とって の 「搾 乳 開 始 」

を意 味 して い る。一 般 に,シ ー ズ ン と して の搾 乳 開 始 の 祭 りといわ れ る儀 礼 に お い て,

じつ は 『家 畜 個 体 に と って の 「搾 乳 の 開 始 」』 こそ が 重 要 な 意 味 を も っ て い る と考 え

られ る。'

　 モ ン ゴル語 資 料 の多 くが 依 拠 して きた とい う意 味 で原 典 と も い え るSodonomの 資

料 に よれ ば,子 ウマが 捕 捉 され て か ら以後 の式 次 第 は,お お よそ 次 の よ うな もの で あ

る。ゼ ル(綱)の 両 端 で,小 石 を つ み あ げ た オ ボ を つ く り,そ こ で ラ マが香 を た く。

ゼ ル の 始 端(=上 端)付 近 に,フ ェル トを敷 い て 「ボ ム サ ンbomsang」 と よばれ る

経 を よみ あ げ る。 つ づ い て 「エ フ ニ ー ・グーeknii　 guu(は じめ の ・メ ス ウマ)」 を 男

が搾 乳 す る。 牧 戸 に よっ ては,「 エ フニ ー ・サ ー ムeknii　 saam(は じめ の ・しぼ り)」

あ るい は 「エ フ ニー ・ゴルパ ン ・サ ー ムeknii　gurban　 saam(は じめ の ・三 つ の ・しぼ

＼ と祝福する習慣 もある[ODBAGMAコ)1986:152;SAMPII,DENDEV　 1985:191。 この ように祝福

　 され る子は,一 般 に 「(群れの)最 初 の子」 といわれ るが,「 オーガ ン(長 子)」 とよばれ る

　 こともある。

　　 蓮 見は,現 代的 にア レンジされてい る儀 礼の記述 匸Nr￥AMBuu　 19761に 依拠 してお り,そ

　 れ に よれば,群 れ の 中で最 初 に生 まれた 子 ウマ をつ か まえ る,と 解説 して い る　【蓮 見

　 1979:　119]0

　　 しか しなが ら,オ ーガン ・オナ ガ(初 子 ・一歳 馬)と い う場 合には,あ るメス ウマか ら最

　 初に生 まれた子 ウマを さすのが普通であ る。 混乱 を さけるためY'`,以 下 の本文 では,こ の よ

　 うな個体についてのみ初子 とよび,群 れのなかで最初 に生 まれた子については初子 とは よば

　 ない。

6)通 常,種 オス ウマには騎乗 しないので,そ の意味で儀礼的な行動 である。 これに関連 して,

　 一種の映像資料 として,有 名 な画家Sharav(1869-1939)の 作 とつた えられ る 「ウルス ・ガル

　 ガジ ・バイガー ・ンurs　gargaj　baigaa　ni(ウ ルスを出 しているところ)」 とい う絵画があ る。

　 この絵 の 中央 に は,種 オス ウマを 馬捕 り竿 で つか まえ てい る シ ー ンが え がか れ てお り

　 【TSULTEM　 1986:161-165】,「 これ は,そ の年 のオ ーガン ・オナガ(初 子 ウマ)の 父 に相 当

　 す る家 畜 に乗 って,そ の子 ウマを捕捉す る習慣 をあ らわ してい る」 とい う　 【DASHNIYAM

　 1977:47】。種 ナス ウマが重視 され ること,さ らに父 と子 とい う血統関係が儀 礼的行動 のなか

　 に うめ こまれてい ることが了解 され る。出産 とい う母 性の立場 か らだけではな く,父 性原理

　 もそなえた増殖儀 礼である,と いえるのではないだろ うか。
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り)」を してから,そ れらの乳をもちいて天地に散布する。

　男がウマの乳を しぼるという習慣は,『元朝秘史』にみ られる　【元朝秘史巻　2-90

段(村 上訳　 1970:141)】。今 日ではウマをふ くめてすべての家畜種を一般に女性が

搾乳するが,搾 乳儀礼では,古 い習慣が復元されているようである。このように,搾

乳儀礼の場合,一 般的な搾乳 とは異なった手続きをもつ儀礼的な搾乳が実施されるの

である。

　儀礼的搾乳においては,「 はじめの」メスウマが重視されているが,こ こでい うは

じめとは,ゼ ルのはじめすなわち綱の上端をさしている。上端から子 ウマをゆわえて

いくから,上 端にいる子 ウマたちは,最 初のほ うにゆわえられたもので,す なわち初

子である。もちろん,そ こにつれてこられて搾乳されるのは,初 産 メスということに

なる。そのような 「上端の一頭」 もしくは 「上端から三頭めまで」を搾乳してから,

その乳をふ りまくのである。儀礼的搾乳の対象が,初 産メスだけであることは,も は

や明らかであろう。

　儀礼において,実 際に搾乳されるのは,初 産 メスだけに限らない。初子以外の子 ウ

マは順不同に捕捉されるとあるから 【SoDoNoM　 1965:31】,乳 の出ているメス全体が

搾乳され,乳 量が確保されるものと思われる。不足の際には他のメスウマも搾乳され

るとい う説明を しているものもある[HUMPffitEY　 1981:79】7)0儀 礼の際に実際に搾

乳されるのは初産メスだけではないが,儀 礼的な搾乳の対象 として認識され,天 地に

ふ りまく乳を供給するのは,ゼ ルの上端にかたよっている初産メスたちに特定されて

いるのである。

　それではなぜ,『 家畜個体にとっての 「搾乳の開始」』が,儀 礼化されるほど重要な

意味をもつのであろ うか。

　搾乳儀礼では,「 ヒシギン ・ホビンkisigin　xobin(恵 みの ・桶)」 とよばれる特製の

桶が利用され,こ れにはウマをおとなしくする力があるとみなされている。 したがっ

て,将 来にわたって搾乳しやすいおとなしい家畜にするための呪術的手続 きとして搾

乳儀礼をとらえることもできる 【HUMPHREY　 1981:80】。たしかに,初 子 と初産メス

はともにこれまで人による搾乳作業を経験 したことがなく,も し搾乳時にあばれた り

7)Humphreyは ここで,さ らに搾乳す るウマの ことを`a　mare　which　has　foaled　earlier'と表

　現 してい る。つ ま り,「 もっと以前か ら出産 を して きた一頭の メスウマ」 とい う意味に とれ

　 る と同時に,「 す でに出産 した一頭 のメス ウマ」 とい う意味 ともとれ る。乳 を もつ メスでな

　 けれ ばな らないか ら,「す でに出産 した メス ウマ」 とい う意味 である と解釈 して もまちが い

　 はないだろ うが,よ り重要 な ことは 「昨年 な どもっと以前 か ら出産 を してきた メス ウマ」 で

　 ある ことであ って,出 産 の時期 が問題 なのではない。一頭 とい う限定詞 も不要 であるよ うに

　 思われ る し,全 体 と して不分 明な表現にな っている ことは免れ まい。
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すると危険である。将来にわたってず っとおとなしくて搾 りやすい家畜になるために,

最初の経験は重要であろう。搾乳作業をめぐって将来にわたる呪術的な効果を期待し

ているとい う側面 も充分あると思われる 【小長谷　 1991b:2271。 しか し,そ れではな

ぜ 「ウルス ・ガルガハ ・ヨス」などとい う表現が選択 されてきたのかを うまく説明す

ることはできない。すでにHumphreyは,儀 礼の祝詞などからこの儀礼の意味を増

殖祈願にあるとみて,ウ ルスとい う語彙の意味を子孫 として理解 していたが,一 方で

初産ゆえに慎重に搾乳すべきであるための儀礼を強調 してお り,か ならず しも納得で

きる解釈を提示 しているとはいえない。多義的な儀礼であるか ら一貫 した説明は不要

であるとみなしてもなお,搾 乳作業にかかわる儀礼を 「種を出す」と形容することの

意味は依然 として十分説明されえないまま残 され よう。む しろ単純に,初 産だからこ

そ今後の出産すなわち増殖 ・繁殖 ・繁栄などが期待され,「 子孫を出す」ことが祈願

されるのだと考えてよいであろう。

　本来は初産メスの儀礼的搾乳であった 「ウルス ・ガルガハ ・ヨス」も,実 際には,

他の経産 メスも同時につかまえられて同時に搾乳され,搾 乳開始 「グー ・バ リフ」を

画する儀礼的行為と同時並行して実施 されることになる。そのために解釈上の混乱が

生 じ,儀 礼における初産の重要性が等閑視されることになったのであろ うという推測

がな りたつ。

　 さらに見逃すことができないのは,搾 乳儀礼のなかに,搾 乳作業と関係するとは思

われない儀礼的行為がふ くまれている点である。Sodonomは,乳 をふ りまく前に,

この儀礼のためにほふったヒツジの右肩の四つの長い肋骨と,右 腿のくるぶ しつきの

髄をゼルの終端(=下 端)で もやす こと,こ れが 「ウルス ・ヒープurs　xiix(種 を ・

する)」8)とよばれることを記録 していた。このあ とで九頭の白馬が用意され,家 長を

はじめ として乗馬した人たちが馬乳酒をまず味わい,ゼ ル(綱)の まわ りをまわるな

どの行為を遂行したのちに儀礼用の匙で乳あるいは乳酒を天地の神々にむかってふ り

まき,盛 大な宴会がはじまる。このような乳の散布については,比 較的よく紹介され,

知られてきた。ここで注目しておきたいのは,乳 を散布する直前に,遂 行されるべき

行為が存在することである。そして,そ れこそが 「ウルスをする(ウ ルスを入れる)」

とよばれて,問 題のウルスと密接にかかわる行為であるらしい。 しめされた特定の骨

が他の骨とどう違 って如何なる意味づけをされる骨であるのかはわからないが,と り

8)モ ンゴル語で 「す る,お こな う」 とい う動詞は入れ るとい う意味に もなるので 「ウルスを

　入れ る」 と訳出すべ きか もしれ ない。その後の資料は もっば らSodonomに 依拠 して きたに

　 もかかわ らず,こ の重要 な部分 の記述だけは言及 されて こなか った。
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あ え ず,骨 を焼 く こ と,す なわ ち一 種 の 「骨 占 い」が お こ なわ れ て い た と考 え られ る。

　 占 い に そ の骨 を利 用 した 当該 の ヒツ ジは 「ウル ス ン ・ホ ニiirsun　xoni(ウ ル ス の ・

ヒ ツ ジ)」 と よば れ る。 そ して,初 子 ウマ が 馬 捕 り竿 に か け られ る と きに ま さに,そ

の ヒ ツジ が倒 され,屠 殺 され る こ とにな って い る 【SoDoNoM　 1965:32]。 さ らに,こ

の 屠殺 の た め に 「倒 す 」 とい う行 為 に対 して 「オ ナ ガ ハunagax」 とい う動 詞 をわ ざ

わ ざ もち い る こ とに よっ て,子 ウマ の 「オ ナ ガunaga」 と連 係 させ て語 られ て い る。

初 子 ウマ の捕 捉 と,占 い を うけ る ヒツ ジの 屠 殺 とが,き わ め て積 極 的 に呪 術 的 に関 係

づ け られ て い る,と い え よ う。 ゼ ル(綱)の 末 端 で は 骨 占い が お こなわ れ,始 端 に は

初 子 ウマ が も っば ら集 め られ て い る。骨 占 い を してか ら,乳 を ふ りま く。綱 の 一 方 で,

骨 占 い に よ って天 神 の意 志 を受 け 入 れ て,も う一 方 で 天 神 へ 初乳 を さ さげ て も どす,

とい う連 続 的行 為 に な って い る のか も しれ な い 。 また,一 方 の綱 の端 で ヒ ツジ に 「ウ

ル ス を 入れ 」,も う一 方 で ウマ の 「ウル ス を 出す 」 とい う対 照 性 も十 分 想 定 で き よ う。

　儀 礼 に お け る供 物 と して,ヒ ツジが 一 頭 犠 牲 とな る と と もに,ウ マ の 出す 最 初 の乳

が 供 され て い る。 動 物 一 頭 と,最 初 の乳 を 供 え る とい う特徴 は,ウ マ飼 い ツ ン グー ス

に お い て 「最 初 の 草 と最 初 の 乳 」 と よば れ る春 の祭 日 の儀 礼 に もみ られ た 【GEORGI

1775:286】 。 い ま両 者 の 関 連 性 を 明 らか にす る こ とは で きな い が,と もか く,モ ン ゴ

ル で 「ウル ス ・ガ ル ガ ハ ・ヨス」 と よば れ る儀 礼 は,単 に 搾 乳 作業 だ け にか か わ る も

の で な い こ とは確 実 で あ る。

　 初産 で あ る こ とは,個 体 に とっ て の搾 乳 の開 始 で あ るが,何 よ りも まず 出産 の開 始

で あ って,こ れ か ら毎 年 の よ うに子 孫 をふ や す こ とが 期 待 され て 当然 で あ ろ う。 そ う

した 期 待 こそ が,「 ウル ス ・ガ ル ガハ 」 とい う名 の も とに儀 礼 を お こな う意 味 と して

重 要 な の で あ る と思 われ る。 ウル ス の語 は,単 に 「種 子 」 の 意 味 を あ らわ して い る の

で は な く,む しろ 「子 孫 」 とい う象 徴 的 意 味 を に な って い る と考 え られ る9)。乳 を契

機 とす る儀礼 に な って は い る が,そ の特 別 な名 称 が あ た え られ て い る意 味 を考 察す る

と,そ の 本 質 は増 殖 儀 礼 に あ る と理 解 で き よ う。

　 増 殖 儀 礼 と して の側 面 は,儀 礼 の際 に語 られ る祝 詞 で も確認 す る こ とが で きる よ う

9)　 アラシャ ン地方 で実施 され てきた 「ウル スの祭 り」 では,「 ウル ス」 は 「チ ンギス ・ハ ー

　 ンの子孫」 とい う意味 である と解釈 され ている 【＄ONJAB　lrid＄UCINBILIG　 1989:270]。

　 　なお,こ の祭典 の内容は,一般 に初夏 にお こなわれ るナーダムnaadamと 類似 しているが,

　当該地方の王侯貴族,役 人た ちが準備にあた るとい う意味 で,政 治的 な儀礼 となっている。

　 また,ナ ーダムで実施 され る 「男の三種競技」について二つ の点 で異質であ る。第一に競馬

　の対象が去勢 馬ではな く,「種 オス」 であ ること。第二に弓の競技が 「騎 馬」である こと。

　 種 オス ウマで競争をお こない,そ の勝者 とな った種 オスウマを祝福す る点が,増 殖儀礼 と

　関連 している ように思われ る。
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　 乳 を ふ りま く行 為 ツ ァツ ァル に際 して語 られ る詩 は,し ば しば祝 詞 の形 式 を と って

い る。 二 行 あ るい は 数 行 に わ た って頭 韻 を ふ ん で い るが,そ うした レ ト リッ クの ニ ュ

ア ンス まで ふ くめ て語 彙 を精 密 に翻 訳 す る こ とは 今 の と ころ筆 者 の 力 の お よぶ と ころ

で は な い 。 祝 詞 の 概要 を紹 介 す る意 味 で,こ こで は 典 型 的 な 一 例 を と りあげ て以 下 に

全 訳 して お く 【SAMPILDENDEV　 1987:48-52】10)。

最上の/ハ ー ンである永遠 の天 よ/ハ ーンであ る地 と水 よ/す べ ての広 い馬乳酒/神 聖 な

供物/10の ツ ァツ ァル/至 福 の祝宴/す べての財産が/豊 富 になれ か しと/ハ ネ ガヤ草の

はえた川の源 に営 し/73の 母 を もつ/雌 ウマに子 ウマを産 ませ/80万 の集 団を集め/葦 の

はえた川の源に営 し/栗 毛 の耳 を動 かす ものたちに子 ウマを産 ませ/す べ てに水をの ませ

/芝 のはえた川 の源 に営 し/赤 毛の耳を動 かす ものた ちに子 ウマを産 ませ/長 雨を降 らせ

て/満 州人の ツ ォー ・メルゲ ンを して/綱 をひかせ/オ イラ ト人 のハル ・ヒラウを して/

子 ウマを馬捕 り竿 にか け させ/チ ベ ッ ト人 の ツ ェツェ ンを して/自 分 の鍋 をおかせ/タ

タール人の シ ヒホ トを して/二 歳子 ウマのたてがみを切 らせ/ツ ァガー ダイの男 シャマ ン

を して/乳 をふ りそそ がせ/ツ ァンフランの女 シャマンを して/手 おけを もたせ/青 毛の

未調教 のウマを ひかせ/気 ま まに動 く本能を/苦 しめ て投げ倒す/現 今の上 の/権 力のあ

る永遠の天 よ/す べ ての母 なる大地 よ/最 上の/ハ ーンで ある永遠 の星 よ/地 水 よ/万 の

星 よ/満 の月 よ/金 の太陽 よ/す べ ての星座 よ り/日 の 良きを選 びて/幸 あ る日を/月 の

良 きを/選 びて/良 き 日に乳をふ りま く!

乳そそ ぎの理由は/何 か といえば/運 命を もって生 まれた/青 毛 のまだらの/雌 ウマであ

るお まえの乳を/動 くすべ ての動物 は味わわなか った/青 毛 のまだ らのおまえの子 ウマが

味わ った/ハ ーンである永遠 の天か ら/運 命 を もって生 まれ た/す べ てのものは味わわな

か った/黒 毛のお まえの子 ウマが味 わ った/舌 のあ るものは味わわ なか った/栗 毛のお ま

えの子 ウマが味わ った/口 のある ものは味わわなか っただ ろ う/ま だらのおまえの子 ウマ

が/味 わ った/手 を広げ ようと/五 本の指 を触 れた/器 を受け よ うと/黒 のおまえの桶を

触れた!/豊 か な馬乳酒/お まえの 白い ツァツァルを/そ そぎ,ふ りま く!

開始 を知 らしめた11)/権 力あ る ミラー天に/99ふ りまきにふ りまく!/来 た ものは帰 り/

居た ものは富み/一 般 の天運 を/私 に与え賜え!/す べてを知 ら しめ た/ハ ー ンであ る永

10)採 取 され たテキス トは,文 字化に際 して編者に よって改行 な どの校訂がほ どこされてい る。

　 本稿 での翻訳 はすべ て,そ れぞれの資料 に対 して編者 がほ どこした校訂 をそのまま受け入れ

　 てい る。 したが って,中 略や一部の省略 もまた,編 者に よるものであ り,翻 訳 の際の修正で

　 はない ことをあらか じめ断わ ってお く。

ll)　 ミラー天Y'関 す る形 容ついて,こ の編者 は 「開始 を告げる」 と校 訂 している。 この 厂開始/
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遠 の天 に/99ふ りまきにふ りま く!/4つ の金敷12)を もつ天に/49ふ りまきにふ りま く!

/金 の太陽に/29ふ りま きにふ りま く!/エ ス レン ・ホルムス タ天に/29ふ りまきにふ り

ま く!/大 地 と天 に/29,.Eり まきにふ りま く!/四 方 の天 に/49ふ りまきにふ りま く!/

八方の天に/89ふ りまきにふ りまく!/草 の山に/い っば いに9ふ りま きにふ りま く!/

楽海に/い っぽ いに9ふ りまきにふ りま く!/仏 法の永遠 の大地 に/い っぽいに9ふ りま

きにふ りま く!/権 力あ る氷の山 と/361の 生 き物/45の 息子に/い っぱ いに9ふ りまき

にふ りま く!/は くよ うに集め る/大 地 の主に/勇 敢 に集め る/水 の主 に/い っぽいに9

ふ りまきにふ りま く!/ア ルタイ ・ハー ンの山/上 の12の 河 に/合 流 する遙 かな牧地に/

い っぱいに9ふ りまきにふ りま く!/ハ ンガイ ・ハ ーンの 山に/い っぱいに9ふ りまきに

ふ りま く!

ケル レン河,ト ール河 に/い っぱいに9ふ りま く!/エ ルチス河 に/い っぽいに9ふ りま

く!/丘 や小山に/い っぱ いに9ふ りま く!/デ リウン岳に/い っぱ いに9ふ りまく!/

ゆれ る枝 葉の しげ った木 に/い っぽいに9ふ りまく!/ア ルタイ山のイデル河 に/い っぽ

いに9ふ りま く!/移 ってい く土地 に/営 する所 に/い っぽ いに9ふ りま く!/ど こに住

も うと出会 お うと/そ の土地水 に/い っぱいに9ふ りま く!/す べ てに/99ふ りまく!/

権 力あ るマ リア ン(ミ ラー)天 に/す べての母 な る大地に/す べ ての幸 ある脂 肪,油,馬

乳酒 を/明 るい炎に注いです ご し/す べての人び とが飽 きるこ とな く/幸 福 を求めてす ご

し/求 める9つ の望 みに よって/こ のよ うに幸せ であれか し。/富 裕 になって/病 も忌み

も/痩 せ も疥癬 もな く/失 せ物捜 しもな く/平 和に幸せで あれか し/草 水 が春 には/豊 富

にあって安心 で/今 の夏 と/秋 には/つ ね に快適 であ って/冬 の雪 は/時 に応 じて降 って

/少 しも損害 がな く/わ れわれが皆/永 遠Y'幸 せであれか し。/井 戸 の水や/川 の岸に落

ちるこ とな く/盗 難 やいつわ りや/狼 害 に陥 る ことな く/困 難や/辛 苦 に出会 うことな く

/す べての ものに/敵 にな らずに/永 遠に幸せ であれか し!

　この長い祝詞はおおよそ三つの部分に便宜的に分解することができよう。「最上の」

という句から第一の部とし,「乳そそぎの理由は」とい う句からを第二の部 とし,「開

始を知らしめた」とい う句からを第三の部 としておく。

　第一部では,ウ マの出産および搾乳作業の模様が叙述され,星 占いに したがって選

定された吉 日にこの儀礼がおこなわれることを明示 している13)。第一部で注目され る

＼exlex」 に 代 わ って,た とえ ばelgi「 哀 れ み 」 と解 釈 して い る もの や 【SERRUYS　 1974:39;

　 DAMDYNSURUNG　 1959:97,99】,　 alba厂 義 務 」 とみ て い る もの もあ る[HEISSIG　 1966:227]。

12)天 神 の 一 種 と して,こ こで は 「四 つ の金 敷 」 と校 訂 され て い る。 同様 の句 は 他 の テ キ ス ト

　 に もみ られ る。 た とえ ば,Rintchen本 の別 の テ キス トで はTusidで あ り[R-NTCHEN　 1959:

　 351,ま たdogsid「 荒 々 しい」 とみ て,「 怒 れ る四 天 」 と解 釈 して い る もの もあ る 【SE賦UYS

　 1974:　41]0

13)祝 詞 は,あ く まで も言 語 表 現 で あ って,そ こに 描 か れ る手 続 きが か な らず 実 行 され て い る/
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表現は,「子ウマを産ませる」 とい う繰 り返 しである。夏営地へ移動 してからそこで

出産をむかえさせる,と いう移動と出産との関係がえがかれている。夏営地となる谷

ごとにウマの毛色が変えて表現されているのは,伝 統的な レトリックである　【蓮見

1980]。搾乳作業の描写については,モ ンゴル族以外にも満州族やチベ ット族などま

で登場してお り,統 治力を誇示する政治的な表現をともなっていることが特徴的であ

る。

　 「乳そそぎの理由は/何 か」ではじまる第二部は,ま さに儀礼の契機を説明してい

る部分である。この部分を特徴づける表現は,毛 並の模様を指定 して,「おまえの子

ウマが味わった」とい う繰 り返 しであろう。母 と同じ毛並をもつとい うことで実子を

表現 し,し たがって実子だけが味わ ったことを意味 していると考えられる。これが搾

乳の開始でもあるのだから,そ れまではた しかに実子しか味わっていない。すべての

生き物,口 や舌のある生 き物,と りわけその うちの人間が味わったわけではないこと

が強調されているのであろう。まさに初搾 りであるとい う初物らしさが繰 り返 し表現

されているといえよう。

　第三の部は,乳 をふ りそそ ぐ相手である神々の名の リス トに相当する。天の名とし

て,ゾ ロアスター教の影響を うけて広 く受容されたホルムスタや ソグ ド語に由来する

エス レンesuren[SERRUYS　 1974:38-39】 が登場 している。まず諸々の天の名称が羅

列 され,つ づいて大地の神に相当する山や河川などの地名が並ぶ。たとえば,デ リウ

ンdeligun岳 は,チ ンギス ・ハーンの生誕地 とされる場所である1元 朝秘史巻1-59段

(村上訳　1970:78)1。 頻繁に登場する9と いう数字は,シ ャマニズムで重視され

ている数であ り[JUKOVSKAYA　 1988:1441,匙 の形状と対応 していて,一 振 りで9滴

が とびちることを表現 している。乳をささげることによって天地の神々の加護をもと

めるとい う内容になっている。

　以上のような祝詞の場合,も はやその内容はウマに関連するばか りでなく,生 活全

般に関する幸福の祈願 となってお り,普 遍的な目的をになっている。そ うした普遍的

な祈願の儀礼が実施 されるようになる儀礼化の契機は,実 子だけが味わったとい う意

味の表現にこそ,集 約的にあらわされているであろう。 この表現は必ず しも 「初子」

とは断定できない表現であ り,ま た増殖儀礼としての性格も色濃 くあらわれていると

はいえない。 しか し,明 瞭に 「初産」を表現している祝詞の例もみとめられる 【SER一

＼ とはか ぎ らない。 しか しなが ら,た とえ実践 され ていな くとも,そ の ようにすべ きである と

　 認識 され ている もの,と 理解す る ことは不 当ではあるまい。以下 の考察 では,そ うした観点

　 か ら,祝 詞にみ られ る手続 きに関する表現 は,認 識 の次元での必要所作 とみなす。
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RUMS　 1974:23-34】 。20世 紀 初 頭 に オ ル ドス地 方 か ら将 来 され た,ウ マの 搾 乳 儀 礼 の

祝 詞 で あ り,ふ りま くウマ の乳 に つ い て以 下 の よ うな 表 現 が反 復 され て い る。

若い メス ウマの ゾラグ(馬 乳酒)の 最上/初 産 メスウマのオ ーラグ(初 乳)の 最上

わざわざ若いとい う形容詞がもちいられていることも注 目されるが,何 よりも明快な

のは,「初産」の意をあらわす語彙 トミtO」ttlがもちいられていることである。後述す

るようY'「初乳」については 「初産の際の初乳」をあらわす語彙が選択 されていない

けれども,「初産」であることはまちがいない。

　また,他 の例で増殖儀礼をよみとることもできる。た とえば,宴 席でしばしばのべ

られる次のような定型的表現がある[XORLOO　 1969:43】。

ゼルにつないだ子 ウマは/野 獣 よ りもた くさんに

おもがいをつけた子 ウマは/鶴 よ りもた くさんY'

　 さら に また,祝 詞 に お け る次 の よ うな表 現 か ら も増 殖 の祈 願 を よみ と る こ とは で き

よ う　【SERRUYS　 　1974:34】 。

メスウマは乳房を もつ よ うになれ/不 妊 メス畜 が胎 児をもつ よ うになれ

　増 殖 儀 礼 で あ る こ とを 象 徴 的 に表 現 して い る とみ な され る語 彙 「ウル ス」 に つ い て

は,Sodonomが 採 録 して い る次 の よ うな表 現 が 注 目され る。 宴 席 に まね か れ た 客 は,

「ウル ス ン ・イ デ ‐arson　 idee(ウ ル ス の ・食 べ 物)」 と称 して,ヒ ツ ジを は じめ とす

る食 品 を持 参 す る。 そ の際,主 人 と客 との あ い だ で,道 中 いか に 来 訪 した か,何 を持

参 した か な どに つ い て,儀 礼 形 式 で 簡 単 な 問 答 を お こ な う。 手 み や げ の 食 品 で あ る

ヒ ツ ジ に つ い て も,定 型 的 な 形 容 を し て い る う ち に ウ ル ス の 語 彙 が 登 場 す る

[SonoxoM　 1965:34]0

千の ヒツジの/先 頭をい く/万 の ヒツジの/頭 をい くヒツジ!/… …/こ の家 の模様 のあ

る葦毛の メス ウマか ら/金 の胸 を もち/銀 の尻 を もつ/子 ウマが 出た(生 まれ た)の で/

ウルスに向けて出 した ヒツジぞ!

すなわち,ホ ス トである牧戸に立派な子ウマが生 まれたから,そ の立派さに釣 り合 う
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だけの,立 派なヒツジであることをゲス トが証明 しようとする語 りになっている。こ

の語 りにおける 「ウルス(種)」 は決して 「乳」の比喩表現ではあるまい。子ウマの

ことをさしてお り,ま さに 「子孫」の意味であると解されよう。子 ウマという子孫を

具体的にさししめすとともに,ホ ス トである牧戸の子孫をも示唆 しているのではない

だろうか。

　今日では,ウ ルス ・ガルガハのウルスは,あ まり疑われることもなく単純に 「乳」

を意味すると解 されている。つまり 「乳を出す」という名を冠 した,搾 乳シーズンの

開始儀礼であると一般にみなされている。たしかに,種 を意味する語彙ウルは,精 子

をも意味し,一 方,乳 は白濁 した液体であるから,精 子の表徴とな りやすいにちがい

ない。インドのヒンドゥー儀礼では明らかにそ うした意味をになって乳が利用 されて

お り,そ れがモンゴルに普及ない し影響をあたえた可能性も十分に考えられる。ただ

し,そ うした乳のイメージを固定してしまうことは,搾 乳儀礼にひそんでいる,搾 乳

作業以外の要素を等閑視することにつながる。たとえ,乳 を使用して乳をめでる儀礼

ではあっても,「 ウルス ・ガルガハ ・ヨス」 と命名 される意味は,子 孫を出す ように

なったことを祝 うことにこそあると考えられる。そ して,そ のように増殖に注 目して

いるからこそ,乳 を精子の表徴 としても矛盾がない,と 理解すべきではないだろうか。

3.ウ シの搾 乳 儀 礼

(1)ウ シの搾乳作業

　 ウシは,表1に みられるように牛車に駕 して交通 ・運輸手段 として も重要ではある

が,乳 量が豊富で,搾 乳 目的にもっとも適 した家畜であることはい うまでもなかろう。

ウシについても,交 尾期が人為的にコントロールされておらず,出 産はかな り長期に

わたってばらつく。そして,乳 の分泌量や子ウシの健康状態,各 牧戸の労働力の多寡

などに応 じて,そ れぞれのウシの搾乳について一 日の回数や期間が決められる。した

がって,搾 乳作業は対個体ごとにばらつきをもっている。おおよそrシ ーズン当初は

個体ごとに搾乳されることが多 く,本 格的な搾乳シーズンになるに したがって数頭 ま

とめて搾乳されるようになる(写 真2参 照)。 まとめて搾乳されるときには,し ばし

ばウマと同様にゼルとよばれる綱を地面にはわせて,そ こに子ウシをつなぐ。ただ し,

この綱に子 ウシを一 日中つないでお くわけではなく,搾 乳作業終了後は母子はそれぞ

れ別に放牧される。子 ウシによる催乳 ←suckling)が おこなわれてから,子 ウシを

bO6
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写真2-1　 ウシの搾 乳

写 真2-2　 ウシ搾乳用 の綱
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ひきはな して搾乳し,残 り乳を哺乳するしばらくのあいだのみ,母 子が一緒にされて

いる 【梅棹　1951】。搾乳の最盛期は朝夕二回搾乳するので,放 牧中ばか りでな く睡眠

中も母子は分離 されている。

(2)儀 礼における手続 き

　 出産および搾乳が個体の状態に応 じてばらばらに実施されるウシについては,そ も

そも搾乳をいっせいに開始するという性格がみられない。搾乳作業全体の開始を画す

るような 「とき」が存在 しないものの,搾 乳儀礼はおこなわれたらしい。儀礼の時期

については,ウ マのように夏の行事ではな く,ヒ ツジと同様に春の行事であるとされ

る　【SAMPILDENDEV　 1985:55]。 そ して,ヒ ツジの儀礼をのべながら,ウ シの儀礼Y>

ついてもヒツジと区別せずに記述 しようとされている。 しか し,明 確にウシの儀礼と

して抽出することができないので,本 稿では一応それ らはヒツジの儀礼に関する記述

として次章であつか うことにする。

　今 日では,搾 乳儀礼をもはや観察することはできないが,初 産をむかえたメスウシ

に対 して,小 石をのせておとな しくさせるという簡単な呪術的行為がみられる。わず

かに,初 産にともな う儀礼的行為の名残 としてみ とめることができよう　【小長谷

1991b:227jo

　初産メスが出す初乳は,家 畜種をとわず,「 ジルベ ノirbe」とよばれる。一般に,初

乳とい うと,母乳のうちの出産直後に分泌される特殊な成分をふくんだものをさすが,

こちらは 「オーラグuurag」 とよばれる。両者は,こ れまで辞書で区別することはで

きなかったが,牧 民たちのあいだでは,初 産であるかいなかによって明確につかいわ

けられていた 【小長谷　1991b:227】。このように,初 乳とい う語彙からみても,初 産

は峻別され うる対象なのである。

　本稿が対象としている生業儀礼 としての搾乳儀礼は,搾 乳シーズンの開始に実施さ

れ ることか ら一般に 厂初乳の祭 り」 としても理解 されてきた 【・・ル ヴァ　 1971:

505;内 田　 1987:41】。ただ,こ の初乳に関しても二重の解釈が可能だったことに

なる。13世紀のカルピニは,そ の旅行記に 「どの牛でも馬でも,そ の最初に出す乳はy

いつでも自分たちの偶像に供えます」と記 していた 【ドーソン　 1965:111。 この記述

における 「最初に出す乳」 というのも,出 産 ごとの初乳ではなく,個 体史上の初乳を

さしていたのではないだろ うか。出産のたびに最初に出る 「初乳(オ ーラグ)」も,

生物学上重要ではある。 しか し,儀 礼上より重要であるのは,こ れまでみてきたよう

な初産の重要性か らみて,「初産のときの初乳(ジ ルベ)」 であった と思われる。
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(3)儀 礼 におけ る祝詞

　 Rintchen博 士 の 整 理 に よ る 『モ ン ゴル の シ ャマ ニズ ム の研 究 資 料 』 に は,ウ シ に

つ いて も 「ウル ス ・ガル ガハ ・ヨス(種 を ・出 す ・しきた り)」 とい う名 称 を 付 した,

中 国 内 蒙 古 自治 区 オ ル ドス 地 方 で 採 録 され た 次 の よ うな 祝 詞 が お さめ られ て い る。

Sampildendevの 『モ ン ゴル の習 慣 に み られ る 口承 文 芸 』 に あ る ウ シの搾 乳 儀 礼 の祝

詞 も,こ れ を 再 録 した もの で あ る 【SAMPILDENDEV　 1987:54-55】 が,か な り省 略 され

て い る。 そ こで,こ こで は オ リジ ナ ルを 全 訳 して お く 【RINTCHEN　 1959:33-36j。

先祖 の父 よ りうけついで きた/こ のすべて の人 々の習慣 とな った/ハ ーン ・チンギスの時

代か ら受け継 いできた/す べてのモ ンゴル人の習慣 となった/ウ シやヤ クの ウル スを 出す

しきた りを/ゆ うべのたそがれ どきに遂行 しよ う。

は じめて子 ウシを産 んだ メス ウシの乳を/清 い器 に味わ うこ とな く保管 しておいて/ア イ

ラグ(馬 乳酒)や タラグ(ヨ ーグル ト),砂 糖や黒砂糖,な つめや くるみを/美 味 な果実を,

初乳や脂肪 とともに ささげよ う。

祖先 の母 なる/権 力あ る永遠 の天 よ/す べての母 なる大地 よ/最 上 の/ハ ンであ る永久の

天 よ/ハ ンである大地 と水 よ/万 の星たち よ/お まえの幸 いな 日を もとめて/白 きメスウ

シの乳で/地 水の主たち/白 き翁 に/9のmり まいて拝む。

ヤクの群れをふやす者 である/ニ ンボダ ワ天に/9の9ふ りまいて拝む。

ハイナ ク(ウ シとヤ クの雑種)を 繁殖 させ る者で ある天Y'/9の9ふ りまいて拝む。

バ リヤマの ウシを育てる者 である天 に/9のmり まいて拝 む。

パル ポの多 くの赤 ウシを育 てる者 である/威 厳 ある天に9の9ふ りまいて拝 む。

イン ドの多 くのマキの ウシを育 てる者 であ る/エ レングンゲ天に9の9ふ りまいて拝む。

チベ ッ トの多 くの茶 色の ウシを育て る者 である/ザ ルルサ ンボ ー天に/9の9ふ りまいて

拝む。

中国の ダイバ ン ・ハー ンの農耕を豊かにす る者 である/多 くのまだ らの ウシの ホンダン ワ

ン天に/9の9ふ りまいて拝む。

モ ンゴル のハー ンの多 くのぶちのはげ模様 のまだ らの ウシの/運 命をつか さどる天 に9の

9ふ りまいて拝む。

マジャ リスの長い角 もつ青 い ウシを育 てる者であ る/テ ケン天に9の9ふ りまいて拝む。

カラキタイの赤 く青い白 まだ らウシを育 てる者 である/ゾ ル天に9の9ふ りまいて拝む。

英雄にす る者,恵 みをあたえる者 である/エ ベ レン天に9の9ふ りまいて拝む。

病な く育て る者,各 自の運命 をつか さどる天に/9の9ふ りまいて拝む。

自分の うまれ年のハ ーン天 に/9の9ふ りまいて拝む。

母の扉 の幸ある天 に/9の9ふ りまいて拝む。
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外国の信仰対 象や灯 明をふやす者であ る天に/9の9ふ りまいて拝む。

兄である天 に9ふ りまいて拝む/弟 であ る天に9ふ りまいて拝む。

ア タガ天14)に9ふ りまい て拝む。

コルチ ン天 に9ふ りまいて拝む。

アジ ライ天 に9ふ りまいて拝む。

威厳 ある天 に9ふ りまいて拝む。

雨 をふ らせ る天 に9ふ りまく。

農耕 を豊か にす る天に9ふ りまく。

盟友 を約 した天 に9ふ りまく。

大地 を支 配 して毒を もた らす/鉄 の鼻 をもつ もの,毒 あ る花,/虫,熱 い 日照 りを もた ら

す天 に/い っぽ い9ふ りまく。

ハ ンであ る永遠 の天に9ふ りま く。

4つ の トゥシ ド天is)に/4の9ふ りま く。

黄金の太陽に2の9ふ りま く。

半月形の月に2の9ふ りまく。

エスル ン ・ホル ムスタ天に2のmり ま く。

与えた天に2の9ふ りま く。

四方の天に/4の9ふ りま く。

八境の天に/8の9ふ りま く。

アルチ天に2の9ふ りま く。

西方の庇護者 ハ プタ ドに/2の9ふ りま く。 ・

卵の ごとく白き(ウ マ)16)に2の9ふ りまく。

仏法の天に2のmり ま く。

33の 判官である天に/2の9ふ りま く。

偉 大な9の 天 に/2の9ふ りま く。

マハ ソヴァ リ天に2の9ふ りま く。

草の山に2の9ふ りま く。

須弥 山に2の9ふ りま く。

楽海 にいっぽ いにご9ふ りま く。

権 力ある氷 の山に9ふ りまく。

361の 生 き物 に/い っぱ い9ふ りま く。

14)　 ア タ ガ 天 は,雷 天 と み て よ い で あ ろ う。 これ に つ い て は 専 論 が あ る　 【XORTSABAGATOR

　 198710

15)前 注12参 照 。

16)　 「卵 の ご とき 」 とい う レ ト リッ クは,し ば しば 白 色 の形 容 に もち い られ る が,こ こで は チ

　 ンギ ス ・ハ ー ン に さ さげ られ た 白馬 を さ して い る 【DZAMTSARANO　 1961:205-211】 と思 わ れ

　 る。
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45の 息 子 に/い っば い9ふ りま く。

は くよ うに 集 め る土 地 の 主 た ち/注 ぎ集 ま る水 の主 た ちに/い っば い9ま く。

ア ル タ イ ・ハ ンの 源 に/12の 河 が 注 い で い る/ア ラ グ ・ス ル マ(湖)の 合 流 点 で ハ タ ンの

源 に/い っぽ い9ふ りま く。

中 国 の五 台 山に/い っば い9ふ りま く。

ハ ンガ イ ・ハ ンに い っぱ い9ふ りま く。

ハ ラ ガ ナ ・ハ ン(青 山)に い っぽ い9ふ りま く。

ボ ル ハ ト ・ハ ンにい っぽ いmり ま く。

ケ ンテ イ ・ハ ンに い っぱ い9ふ りま く。

ゼ ル メ ン ・ハ ンにこい っば い9ふ りま く。

シ ンホ ラ ・ハ ンに い っぽ い9ふ りま く

オ ノ ン河 のバ ル ジ ウ ン島 に い っぽ い9ふ りま く。

ア ル プ ス ・ア ラ シにい っぽ い9ふ りま く。

ヘ イ ブ ン ・上 都 の城 に/い っぽ い9ふ りま く。

ウベ グの城 に い っば い9ふ りま く。

クネ ・ハ ンに い っば い9ふ りま く。

モ レ ドの部 族 に い っぽ い9ふ りま く。

ハ ンの 母 な る セ レ ンゲ河 に い っぽ い9ふ りま く。

ハ ンで あ るオ ル ホ ン河 に い っぽ い9ふ りま く。

タ ミル 河 に い っぽ い9ふ りま く。

トー ラ河 に い っば い9ふ りま く。

ケル レン河 に い っぱ い9ふ りま く。

エル チス 河 に い っぱ い9ふ りま く。

ボ ア丘 の 主 で あ るホ ア ・チ ョル ブ ンに/い っぽ い9ふ りま く。

デ リグ ン岳 に4ふ りま く。

偉 大 な 島 に い っぽ い9ふ りま く。

枝 葉 の しげ った 木 に い っぽ い9ふ りま く。

オ ブ スの 源 に い っぱ い9ふ りま く。

マ ハ ・カ ラ の マ ンライ ・オ ラ ー ン旗 に/い っぽ いmり ま く。

上 に は99の 天 に/下 に は77の 母 な る大 地 に/い っぽ い9ふ りま く。

す べ て の も のを 支 配 す る/ハ ン ・ホ ル ムス タ,33の 天 に/い っぽ い9の9ふ りま く。

チ ャガ ダイ の 男 シ ャマ ンに よ っ て ツ ァ ツ ァル を さ さげ させ よ/チ ャ ンホ ラ ンの女 シ ャマ ン

に よっ て手 おけ を もた しめ よ。

このように,ウ シの種類 と天の名称を対応させる形式でとうとうとその名が朗唱さ

611



国立民族学博物館研究報告　　16巻3号

れ る。 ま た,具 体 的 な地 名 も羅 列 され て地 の 神 々 とな って い る17も こ う した 特 徴 は,

ウマ よ りも 明瞭 で あ る。 ウ シの場 合,ど の家 畜 よ りも明 瞭 に 系譜 的 な認 識 が な され て

い る こ と 【小 長 谷 　 1991b:152]と 関 係 して い るの か も しれ な い。 とは い え,乳 の 出

が多 い血 統 が 選 別 され て い る よ うに は思 わ れ な い 。 少 な くと も,乳 に ば か り注 目 して

乳 量 増 加 を も っば ら祈 願 して い る とい うわ け で は な さそ うで あ る。

　 一 連 の 山 の 名 が ハ ン とな って い る よ うに,地 主 神 が 地 名 に よ って列 挙 され て い るの

に対 して,天 の 神 々の 多 くは チ ベ ッ ト語 や サ ンス ク リ ッ ト語 な ど外 来 起 源 の多 様 な語

彙 を 冠 して い る 。 そ の な か で,土 着 的 な も の と して 注 目 さ れ る[SAM肌DENDEV

1985:44]の は,こ の祝 詞 の前 半 に登 場 す る 「ツ ァガ ン ・オ ブ ゴ ンCagan　 obgon(白 き

・翁)」 で あ る。 畜 群 の増 殖 な どを つ か さ ど る翁 だ が 【MosTAERT　 1956:291,ウ シ

の群 れ を つ か さ ど る主 と しては と くに 「ミ ャル ザ ンmialjan」 の 「白 き翁 」 と よば れ

る　【RINTCHEN　 1959:37】 。こ の ミャル ザ ン とは,牛 疫 を あ らわ す 病 名 で あ るか ら,「み

に くい 白 き翁 」 とで もい え よ う。 この病 名 は 罵 倒 語 と して,あ る い は あ ざけ りつ つ も

可 愛 が る と きの よび か け と して,ウ シお よび人 に対 して もち い られ18),ま た邪 気払 い

の 効 果 が 期待 され て意 図的 に悪 名 で よぶ とい う意 味 で,ウ シ お よび 人 に 対 して もち い

られ る。 両義 的 な よびか け語 であ る とい え よ う。 ウ シに とっ て恩 恵 と災 厄 を 同 時 に も

た ら し うる神 も また,善 悪 か ね そ な え た 両 義 的 な存 在 で あ る。 ウシを つ か さ ど る と さ

れ る両 義 的 な 天 に対 して,災 厄 を もた ら さぬ よ うに願 い,か つ 恩 恵 を こ い も とめ る儀

礼 で あ る こ とが祝 詞 か ら うか が え よ う。

　 天 地 の 神 々に ふ りま く乳 は,い ず れ も 「2の9」 や 「4の9」 な ど と9の 倍 数 で し

め され て い る。 一 回 で9滴 ふ りま く行 為 が そ れ ぞ れ2度,4度 と繰 り返 され る こ とを

意 味 して い る。

　 天 地 の 神 々が 列 挙 され るに 先 だ って,7節 目に 「は じめ て子 ウ シを産 ん だ メス ウ シ

の 乳 を 」 とあ る。 この表 現 か ら,ウ マ と同様 に,や は り初 産 を む か えた 個 体 こそ が儀

礼 的 搾乳 の対 象 とな って い る こ とを 確 認 す る こ とが で きる。

17)　 こうした天 の名 につ いてはすでにHeissigやSerruysの 研究が言及 し 【HEIS＄IG　1966;SER-

　 RUMS　 1974】,ま た地の神 とな っている地名 につ いても専論があ るので[HALTOD　 1966】,こ

　 こでは詳述 しない。 この ような多様 な神 々の リス トは,こ れ まで再録 され る際 に しば しば脱

　 落 していた。 と りわけ,破 壊 者 として定義 づけ られてきた チ ンギス ・ハー ンや宗教色 のつ よ

　 い名称 は削除 され て再録 され てきたのであ る 【SAMPII.DENDEV　 1985,1987】。

　 　 この祝詞 が採取 された中国内蒙 古 自治区のオル ドス地方 は,チ ンギス ・ハー ンの遺 品をお

　 さめた宮殿 をま もるために,諸 部族 か ら少 しずつ切 り離 され て集合 させ られ たとい う歴史的

　 経緯を もつ集 団の,移 住地であ る[SAIN71RGAL　 1983:414】。そ のよ うな歴史的背景 も,こ う

　 した多様 な天地名 の リス トに影響 してい るのか もしれ ない。

18)髪 をバサバサにさせているよ うな女の子に対 して,ミ ャルザ ンとよぶ。
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　つづ く 「清い器に味わ うことな く保管しておいて」 という句に注目すると,搾 乳 と

いう作業そのものはこの儀礼に先だってすでにおこなわれてきた可能性もある。つま

り,初 産をむかえたメスウシの乳を搾ってそれを貯蔵 しておき,味 わわないとい うこ

とでいわば初物の状態を維持 しておいて,儀 礼で使用するのかもしれない。すでに搾

乳作業そのものはおこなわれていたことになる。 こうした推測は,上 述 したように,

ウシの搾乳開始が個体ごとにばらつ くとい う状況からみると,む しろ自然な様態であ

るといえよう。この儀礼は,本 格的な搾乳シーズンがはじまる時期におそらく実施さ

れるのであって,搾 乳作業の開始そのものと直結 している必要はない,と 了解 される。

　祝詞のなかでは,「初乳(オ ーラガ)」の語が採用されていて,と りわけ初産の初乳

(ジルベ)の 意味を判別することはできない。ただし,こ のときにふ りまかれるのは

たしかに初産をむかえたメス個体のそれであると説明されている[RRiNTCHEN　 1959:

37】。「味わ うことなく保管され」た 「は じめて子ウシを うんだメスウシの乳」がふ り

まかれると同時に,ヨ ーグル トや馬乳酒がささげられている。ささげられる乳製品類

は,か ならず しも初産メスとい う特定個体の乳による製品に限定されているわけでは

あるまい。ささげられるものの質ではなく,さ さげる儀礼をおこなう契機としてこそ

「初物」が重要になる,と みておきたい。「初物」といっても,農 耕儀礼のように毎

年収穫作業 として繰 り返される,季 節的な初物ではない。そのような 「相対的な初物」

ではなく,個 々の個体にとって初産をむかえたとい う,い わぽ 「絶対的な初物」であ

ることが儀礼化の契機となっているのである。

　 ウシの搾乳儀礼における祝詞の例としてさらに別の一連の句を訳出しておく。Rint-

chen本 に収録 されたオル ドス地方の祝詞を,一 部だけ省略および改変 して,　Sam-

pildendevが 再録 している 【SAMPILDENDEV　 1985:41】。

毎 日清い革袋がい っぱい になれ か し/桶 に入 りきらな いほ ど脂肪が あ り/器 に入 りきらな

いほ どウル ム(乳 脂肪食品)が あ り/鍋 にあふれんばか りにホサム(乳 か す)が あ り/豊

富 な美 味な る食べ物があ るよ うになれ か し/夏 冬 春秋の区別 な く/豊 富 な食べ 物があれか

し/白 きホ ロー ト(チ ーズの一種)や エーズギ ー(チ ーズの一種)を は じめ として/三 つ

の白き,三 つ の美味な る/種 の脂肪が尽 きる ことな く/お おいに豊かに なれか し。

声 の よい,く び きの大 きな/種 ウシは決 して乳を涸れ させ ないよ う遂行す れか し/突 然の

災害や死病や/盗 難や詐欺や雪害がない ようになれか し。

草や水 が豊か で,す べての土地に家畜が/ハ ルガナや穀類 の ように育てか し。

「種 ウシは決 して乳を涸れさせないよう遂行すれかし」 という表現は,ま さに毎年か
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ならず交尾が成功 し,出 産が連続することを祈願 している。乳量の増加が期待 されて

いるばか りでなく,そ れをもたらす根本的原因すなわち出産の頻度そのものが期待さ

れていることになる。初産をむかえるということは,こ れを利用 しようとかかわ って

いる人にとって,当 該のメス畜が成熟年齢に達 した ということにほかならない。 メス

ウシにとってみれば,ま さに通過儀礼に相当する時点を契機に して,個 体にとっての

搾乳の開始にあたって,出産 という豊穣を祈願 した増殖儀礼がおこなわれるのである。

　交尾は自由放任されてお り,そ の意味で出産は管理されていない。 したがって,で

きるだけ毎年のように出産するようにという希望は,儀 礼的に期待されるばか りであ

る。儀礼あるいはそこでの祝詞によってのみ,か ろうじて管理されているといっても

よいであろう19}0

　 こうした増殖への期待には,「 ハルガナや穀類のように」育ちますようにとして植

物イメージが利用されている。ハルガナxarganaと はクワ科の灌木である。牧畜儀礼

にみられる植物イメージは,た とえばアンデスの場合では毛の増長 ・生産に関するレ

トリックであった 【友枝　 1986:57-73】。モンゴルのこの例では,個 体数が増えるこ

と,す なわち繁殖が植物の種子で形容 されている。ここで穀類と訳出したモンゴル語

はボダーbudaaで,モ ンゴルのボダーといえば一般にキビを意味する。

　また,も とのRintchen本 では,次 のような文言が くわわっていた。

ふ りそそいだ器や手 おけを/異 国の人 に決 して もたせ るな

残 った底を保 管 して/そ の器 に入れ る しきた りであ る

この うちの 「残 った底を保管 して,そ の器に入れる」とい う表現は,前 の年の乳加工

の残 りかすがついている器を次の年にも利用すること,そ うすることで継続的に乳酸

菌を保存 して利用す る習慣がある,と い う意味であると思われる。このように,乳 加

工の開始も描写 されることがあ り,ふんだんな乳製品とその豊富さが語 られてもいる。

しかしながら,そ のような乳をめ ぐる表現は,個 体にとって初めて乳を出すときにの

み語られることに留意する必要があろう。

　ウシの搾乳儀礼については,そ の行為の詳細は不明であ り,祝 詞から判断するしか

ない。とりあえず,こ の祝詞だけを ウマと比較すると,ウ マの場合にみられなかった

19)　 こ とば の呪 的 力(magical　 power　 of　a　wordあ る い は,こ とだ ま)に よ る生 殖 管 理 とい って

　 も よい で あ ろ う。 この よ うな 言 語 的 操 作 に よ って 生殖 管理 を 期 待 す る状 況 を よ くあ らわ した

　 例 と して,ウ マ の 搾 乳 儀 礼 の 祝 詞 に 「祝 詞 に よ って 祝 福 した メス ウマ が産 ん だ」 とい う表 現

　 が み られ る[SERRUYS　 1974:33】 。
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「は じめて子ウシを うんだ」とい う表現があり,初 産であることが確認 しやすい。た

だ し,ウ マにみられたような搾乳 シーズンの開始を説明する箇所すなわち 「(儀礼を

とりおこな う日までは)実 子だけが味わ ってきた」 といった繰 り返 し表現はみられな

い。ウマほどには搾乳シーズンの開始 と直接的なむすびつきがみられない,と いえよ

う。このことは,実 際のウシの搾乳作業が,ウ マほどに明確に区切られて開始される

わけではないとい う実態を反映している。また,一 時的V'大 量に消費 して しまうしか

ないウマの乳と,長 期保存のきく多様な加工のできるウシの乳 との違いを反映 してい

るとみなすこともできる。 こうした乳加工の差異はさらに,ウ シの場合の祝詞に多様

な製品名としてあらわれて くる。つまり,ウ シの場合は,搾 乳作業 よりも乳加工作業

にかかわる表現が卓越 している。

　 しか しながら,ウ シの搾乳儀礼がおこなわれ る機会は,ウ マと同様に搾乳開始であ

るとされ,そ の儀礼化の契機はまさにウマと同様に,「初産」 というメス畜個体に と

っての増殖開始にこそある。乳を対象にし,ま た乳を最大の演出素材 として儀礼を と

りおこなうとはいえ,祝 福の契機は個体の成熟であ り,出 産の開始であると了解され

る。だからこそ祝福される内容もまた繁殖 ・増殖にあるといってよいであろう。

　このように,ウ シとウマを共通に理解してお くと,む しろウマの場合の特殊性が明

瞭になる。すなわち,ウ マの場合のほ うが,搾 乳シーズンの開始 という季節性をとも

ないやすい,と いう特質をそなえているのである。

4.　 ヒッジの搾乳儀礼

(1)ヒ ツジの搾乳作業

　 ヒツジは,モ ンゴルでもっとも普遍的に分布する家畜である。モンゴルにおける利

用度を他の家畜 と簡単に比較すると,表1の ように,交 通手段 としての利用にかける

点をのぞいて,多 様に利用できる家畜であることが理解される。そ うした多様な利用

のなかでも,と りわけ肉用畜 としてヒツジは重要であるが 【吉田　 1983】,くわえて搾

乳の対象でもあった。ただし,中 国内蒙古自治区ではウシの増加にともなって,ヒ ツ

ジ ・ヤギを搾乳する地域が縮小 し,搾 乳する牧戸が減少している。搾乳儀礼 どころか

搾乳そのものがみられなくな りつつある。

　 ヒッジの場合,交 尾期が人為的に管理されているために,出 産も一時期に集中する。

その時期については,時 代 とともに遅 くなりつつあるといわれている。たとえば,18
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世 紀 半 ば まで ハ ル ハ(現 在 の モ ン ゴル人 民 共 和 国 に ほ ぼ 相 当 す る)中 央 部 で は,冬 の

終 わ りの月(旧 暦12月)で あ った が,19世 紀 半 ば頃 の ハ ル ハ の東 部 で は 春 の 中 の 月(旧

暦2月)に な っ と,と い う 【SAMPILDENDEV　 1985:38-39]。 地域 差 もあ る に ちが い な

いが,お お よそ2ヶ 月遅 くな った ら しい 。19世 紀 半 ば の トー,ワン文 書 に よれ ば,第10

条 に,春 分 の 日 の 頃 に 出 産 す る よ うに 交 尾 期 が 指 導 され て い る 【NATSAGDORDZ

1968:115】 。 多 少 の ず れ は あ る も の の,現 在 もほ ぼ 同時 期 とみ な せ る。 そ の 頃 に,約

1ヶ 月 に わ た って 出産 が 集 中 す る 【小 長 谷 　 1991b:40,246]。

　 現在 で は,多 くの子 ヒ ツジ ・子 ヤギ が 生 後 お よそ3ヶ 月 を むか え る頃 に,ヒ ツ ジ ・

ヤギ の搾 乳 が 開始 され る。 各 個 体 のあ い だ で 生 育 の 度 合 が異 な る が,い っせ いに 搾 乳

され る こ とに な る。 この搾 乳 作 業 の 開 始 に 際 して,ツ ァツ ァル(乳 の儀 礼 的 散 布)が

お こなわ れ た ら しい。 か つ て は,出 産 時 期 が よ り早 か った こ と,ま た ヒツ ジの 乳 へ の

依 存 度 が 高 い ため に搾 乳 が 生 後 の よ り早 い 時 点 で 開始 され た と考 え られ る こ とな どか

ら,今 日の搾 乳 開 始 時 期 よ りもか な り季節 的 に早 い頃 に儀 礼 が お こな わ れ た と推 測 さ

れ る。

　 な お,群 れ の構 成 上,ヤ ギ は ヒ ツ ジ と一 緒 に され て お り,搾 乳 作 業 の うえ で も一 括

され て い る。 に もか か わ らず,ヒ ツ ジの搾 乳 儀 礼 の記 述 に際 して ヤギ の こ とは ま った

く記 され て い ない 。 ヤギ と して 独 自の搾 乳 儀 礼 が 認 め られ な いば か りで な く,ヒ ツジ

の搾 乳 儀 礼 に 混 入 され る様 子 も うか が われ な い20)0

(2)儀 礼における手続 き

　 Sampildendevの 『牧 民 の 伝 統 的 な 習慣 』 に よれ ば,搾 乳 儀 礼 に あた って 次 の よ う

な準 備 を お こな う　 【SAMPILDENDEV　 1985:39】 。 芽 ぶ い た ア ル ツ(香 と して 使 用 す る

ネ ズ の木 の芽)で 屋 内 に香 を た き,芽 ぶ い て い な い アル ツを アギ(ヨ モ ギ の一 種 であ

る香 草)と まぜ て,ウ ル ム(脂 肪 分 を 主 体 とす る乳 製 品 の一 種)や ツ ォ ツギ ー(サ ワー

ク リー ムの よ うな 乳製 品)な ど とあわ せ て 皿 に も りつ け て,宿 営 地 の西 北 方 あ るい は

四 方 に お き,お お い に香 を た く。 そ れ か ら,搾 った 乳 を 清 め た器 に いれ て,女 性 の 一

人 が もち,も う一 人 の女 性 が 乳 をふ りま くた め に儀 礼 用 の匙 を もつ 。 そ して,天 地 に

99回,山 河 な どの土 地 の神 々,祖 先 霊 な どに 向 け て77回 ふ りま きなが ら,恵 み を こ う

こ とば を の べ る。

20)　 ユ ーラシア大陸を西Y'進 んだ トル コ系遊 牧民族のユル ックが,コ ー リング(呼 びかけ)な

　 ど家畜管理 の さまざまな方面で,ヒ ツジよ りもヤギについて と りわけ洗練 させ ているのに対

　 して 【松原　1983:(上)47な ど1,モ ンゴルでは まった くその ような傾向はみ られないのであ

　 る。
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　 この よ うな儀 礼 的 搾 乳 の対 象 とな る のは,「 ナ ー ガ ン子畜 の母 」 であ る とい う 【SAM-

PILDENDEV　 1985:39】 。 オ ー ガ ン とは,子 ウマ の場 合 に み た よ うに,長 子 す な わ ち 初

子 の こ と であ る。 こ の語 は,先 述 した よ うに通 常,個 体 に とっ て の初 産 の子 とい う意

味 で も ち い られ るが,群 れ に と って の初 子 とい う意 味 で も用 い られ る こ と もあ るた め

に,一 応 は 二 通 りの 解 釈 が 可 能 で あ る。 も し,群 れ に とっ て の初 子 であ れ ば,そ れ は

ただ 一 頭 に 限 られ て しま う。 ヒ ツ ジの場 合 と くに,た だ一 頭 か ら搾 られ る乳 は 茶 碗 一

杯 ほ ど の少 量 で あ るか ら,も しそ れ を 天地 に ふ りま け ば,す ぐに な くな って しま うで

あ ろ う。

　 前 章,前 々章 でみ た よ うに,ウ シお よび ウマ に お い て初 産 メ スが 儀 礼 的 搾 乳 の対 象

とな っ て い る こ とは 明確 で あ った 。 ヒ ツジ の場 合 も また,個 体 に と っ て の初 子 つ ま り

長 子 を オ ー ガ ン と表 現 して い るの で は な い だ ろ うか。 一 般 的 な搾 乳 作 業 とな る と,初

産 で あ ろ う となか ろ うと,メ ス の 子 を も と うとオ ス の子 を も と う と,す べ て の 子 もち

メス が搾 乳 の対 象 とな るが,儀 礼 的 搾 乳 に お い て は初 産 メスだ け が 対 象 とな る と推 測

され る。

　 基 本 的 な儀 礼 化 の契 機 は,家 畜 種 を こえ て共 通 して い る よ うで あ る。 た だ し,ヒ ツ

ジ の それ は,「 ウル ス ・ガ ル ガ ハ ・ヨス」 とよば れ て きた形 跡 が な いzi>0

(3)儀 礼におけ る祝詞

　乳 をふ りま く とき に のべ られ る祝 詞 に つ い て,ヒ ツ ジの場 合,ウ マ の よ うに い くつ

ものバ ー ジ ョンが 知 られ て い るわ け で は な い 。 唯 一 の 例 も,本 来 は も っ と長 い も ので

あ った の が省 略 され つ つ 再 録 され た もの しか 入 手 で きな い。 以 下 にそ れ を全 訳 してお

く 【SAMPILDENDEV　 1987:52-54】 。 これ まで み て きた 例 と同様 に,二 行 あ る いは 数 行

に わ た って頭 韻 をふ んだ 祝 詞 形 式 で あ る。

先 祖の母な る代 々権力 ある永遠 の天 よ/す べての母 なる大地 よ/最 上 の/ハ ンであ る永遠

の天 よ/ハ ンであ る大地 と水 よ/万 の星の丸 き/月,金 色の太陽/金 の星/お まえの 日の

幸 なるを/お まえの月 の良 きを求めて/良 き日に乳をふ りま く。

乳 を ま く理 由は何か とい うと/青 き永遠 の天 よ り運命 あって生 まれ た/青 きハルザ ン模様

のお まえの ヒツジの乳を/動 くものす べてが決 して味わ って いない/青 きハルザ ン模様の

21)た だ し,近 年 刊行 され た事 典では,ヒ ツジとウマの搾乳儀礼が まとめて ウルス ・ガルガハ

　 ・ヨス として記 され るよ うになってい る[ARIYASUREN　 19911。「初乳」 の祭 りであ ることは

　 強調 されて いるが,「 初産」につ いては明記 されて いない。 ウマの搾乳儀礼につ いて もその

　 点については言及 していな い。
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おまえの子 ヒツジが味わ った/ハ ンの永遠 の天 よ り運命 あ って生 まれた/黒 きお まえの ヒ

ツジの乳 を/す べてが決 して味わ ってい ない/黒 きおまえの子 ヒツジが味わ った/舌 のあ

る ものは決 して味わ っていない/ハ ルザ ン模様 のおまえの子 ヒツジが味わ った/生 き物 は

決 して味 わ っていない/ま だ ら模様 のお まえの子 ヒツジが味 わ った/ハ ンなる天 よ り運命

あ って生 まれ た/白 きお まえの ヒツジの乳 を/白 き帳幕 で会 見 させて保管 した/広 げ る と

い って五 本の指が触れた/器 に受け取 るといえば/手 桶 けが触れた/広 き偉大 な約束 を/

白き偉大 なツ ァツ ァルを/美 味で偉大 なおまえの乳を ま く,私 は。

乳をま く理 由は何か とい うと/財 産 のある白いお まえの ヒツジの/災 厄が終わ るため に/

救 けて集 め よと/偉 大な る供物をそ なえて/偉 大 な約束 を/き わめて美味 なる/白 きおま

えの ツァツ ァルの乳をそそ ぐ。

…黄金 の月に29回/半 月形の 日に29回/運 命 をつかさ どる天に29回/英 雄た る天に29回/

四方 の天 に29回/八 方の天に89回 …

草の山に/い っぽい9回/須 弥山に/い っば い9回 …

は くように集めた土地の主に/注 ぎ集め た水の主たちP'/29回 そそ ぎ/デ リウン岳 にい っ

ぽい9回/枝 葉の しげ った木Y'/い っぱい9回/こ れ よ りのちに/病 災がな くなれか し。

生 きものが まっと うす る/至 福 あれか し/す ぺ ての利益 が思い どお りに実現 し/す べての

動物 をす くうために/偉 大な力 とともに完 全になれか し。

以上のようにこ,乳 をささげることによって天などの神々の加護をもとめるとい う内容

は,こ れまでにみてきた祝詞と等しい。全体 としてはウシのそれ よりもウマの祝詞と

似ている。 とりわけ,祝 詞の前半部で繰 り返 し表現 されている部分は ウマのそれに酷

似 している。すなわち,「青きハルザ ン模様のおまえのヒツジの乳を/動 くものすべ

てが決して味わ っていない/青 きハルザン模様のおまえの子 ヒツジが味わった」とい

った表現である。青きハルザ ン模様は,葦 毛で鼻面が白い毛並のことをい う。ヒツジ

の毛並のカテゴリーと天の種類とが表現上の対応をみせて,ウ マの場合の類似表現よ

りもきわだっている。 こうした表現は,同 じ毛並をもつ子すなわち実子だけが味わっ

たとい う意味であ り,搾 乳の開始が明確に表現されている。また,初 子であると説明

されていたことを考慮すれば,初 物としての二重の意味を想定することができよう。

すなわち,儀 礼的搾乳の対象となったヒツジにとっては,生 涯において 「初めて」出

す乳であ り,そ の搾 り 「初め」なのであると。 このような毛並がい くつも羅列されて

重複 して確認 されていることからみても,複 数の個体が対象 とされているとみてよい

であろう。つまり,群 れのなかで最初に生まれた子とその母 という一組だけを対象と

するのではなく,初 産 メスたち全体を対象に していると考えてよいように思われる。

　この祝詞で興味深いのは,祝 詞の最初の一語であるエムゲンe〃:genと い う単語で
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ある。一般に,天 は男性始祖に,地 は女性始祖に対応 して形容されることが多い。 し

か し,こ こでは天は母として形容されてお り,エ ムゲンという先祖の母を意味す るモ

ンゴル語か ら発話されている。出産,増 殖,乳 などをめぐって母性が意識されている

のであろう。

(4)も う一つの搾乳儀礼

　 これ ま でみ て きた よ うに,ツ ァツ ァル と よばれ る乳 ふ りま き行 為 を 主 体 とす る搾 乳

を め ぐる儀 礼 を 家 畜 種 間 で 比 較 す る と,そ の祝 詞 に お い て,そ れ ぞれ の 家 畜種 に 特徴

的 な表 現 の差 が み られ る も のの,そ の 契機 や 意 図 は共 通 して い る とみ な して よい で あ

ろ う。 た だ し,ヒ ツジ に だ け は,こ う した 共 通 の ツ ァ ツ ァル とは 別 に,「 ホ グ ノ ・ミ

ャ ラ ーハ ・ヨスkogno〃zilaax　 yos」 と よば れ る儀 礼 が み られ る。 ミャ ラー ハ とは,パ

タ ーな どを ぬ って祝 福 す る行 為 を さす 動 詞 で あ る。 こ こで バ タ ーが ぬ りつ け られ る祝

福 の対 象 は,ホ グ ノ と よば れ る綱 で あ る。 この 綱 は,子 ヒツジ や子 ヤ ギ を つ な ぎ とめ

るた め の専 用綱 で,子 畜 の 首 を とめ るた め の留 め輪 が結 びつ け られ て い る もの を さす。

この 儀 礼 の 詳細 は不 明 で あ る が,そ の際 の 語 りと して 次 の よ うな もの が知 られ て い る

[＄AMPILDENDEV　 　1987:65]0

アルタイ ・ハー ンに住んで/な ん とまあ美 しい ヒツジの/子 ヒツジを綱につ ないだぞ/す

べ てが集 ま ったぞ/祖 母や母が撚 った綱に/黄 色 の頭 を もつ/白 い ヒツジの子 ヒツジを綱

につ ないだぞ/茶 や食 べ物 や初乳(オ ー ラグ)や 脂肪 で/清 めて祝福 してす ごそ う,私 は。

ホ ヒー ・ハー ンに住 んで/青 き頭 の子 ヒツジを綱 につないで/い っさいすべてが集 まった

ぞ/老 いた母 の撚 った綱に/青 き頭 の子 ヒツジを綱 につないだぞ/お まえの茶や食べ物や

初乳(オ ーラグ)や 脂肪で/清 めて祝福 してす ごそ う。

天た ちのハー ンであ るホル ムス タよ/天 の恵み を乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

養 って豊か にす る宮殿の/天 の恵みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

古いモ ンゴルの/恵 みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

至福 の山のあの威光 に/恵 みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

今 日の天,父 母 の/恵 みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

ガ ンガ河海 のよ うに涸れ ることのない/天 の恵 みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

太陽,月,星 の光が ある家の息子の/恵 みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

玉や岩の ようにこわれ ることのない/恵 みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

この恵みを乞 うた こ とに よ り祝福 し/9種 類の農耕の威力を あた えた まえ/恵 み を乞 う/

ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ
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北斗七星 の宝物 の/恵 みをあたえた まえ/上 着や鎧の威力をあた えた まえ/恵 みを乞 う/

上質の味のある食 べ物 の威力 をあたえた まえ/恵 みを乞 う/ホ ライ,ホ ライ,ホ ライ

　本稿での定義にしたがえば,こ の 「ホグノ ・ミャラーハ ・ヨス」(子 ヒツジ用の綱

を油で塗布する祝福のしきた り)も また搾乳儀礼である。ただ し,「ホライ,ホ ライ」

とい うかけ声は,福 を招 く儀礼に特有なもので,一 般にこうしたかけ声をともな う儀

礼は,モ ンゴルでは 「ダルラガda〃αgα(招福儀礼)」 として類別されている。他の搾

乳儀礼 と異なったかけ声をもち,招 福儀礼 とみなされる理由は,こ の儀礼がかつて実

施されていた時期にあるように思われる。 というのは,ラ クダの出産にかかわる儀礼

が早春に実施され,や は りダルラガの形式を採用 しているからである。 ラクダの出産

を祝福する際のダルラガは,渡 り鳥の到来に応 じて実施され,春 の到来をつげる儀礼

となっている。かつてヒツジの出産が冬から春にかけてとい うように季節的に早 く設

定され,搾 乳もかな り早い頃から開始されたのであるならば,ラ クダの出産と同様に,

春の到来時期 と一致 してお り,そ れが福を招 くダルラガの儀礼にふさわ しい用件であ

ったのかもしれない。だとす ると,夏 の到来 と密接にかかわるウマの搾乳儀礼とは異

質であっても当然であると解釈することができる。

　 ところで,こ こには,子 ヒツジを綱につないで搾乳するという風景がえがかれてい

る。今 日み うけられるヒツジの搾乳風景とまった く異質であることが注 目にあたいす

るであろう。現在では,写 真3の ように,ユ ーラシア大陸に広 くみかけられるのと同

様ないし類似の方法で,搾 乳の対象 となるヒツジやヤギを綱につなぐ。このようにメ

スをつな ぐ綱はホグノとよばれることはなく,ま た留め具などは一切ない22)0ただ単

にヒツジの頭を交互に入れさせることによってつないでおり,そ うした作業をボルボ

ホxolbox(結 びつける)と い う。祝詞に出てくる 「つなぐ」の語彙はいずれも,ホ グ

ノホkognox(ホ グノする,ホ グノをもちいてつなぐ)で あり,ホ グノとよばれる綱

を使用することを意味 している。

　ヒツジやヤギの搾乳にあたって,子 ヒツジや子ヤギを綱につなぎとめるという方法

は,ほ とんど注 目されてこなかったが,こ れまでにいくつか記録されてはいた。た と

えば,モ ンゴルについて 「羊だけは吸い出しの要がないが,仔 羊を前につなぎ,人 間

は母羊の背後にまわ り姿を見せずに作業をする」という記述がある 【後藤　 1968:77】。

ホグノとい う名称や綱の実態は記 されていないが,か たわらに子 ヒツジをつなぎなが

22)搾 乳 の対象 となるメスの ヒツジや ヤギを しば る際に,こ の よ うな留め輪付 きの綱を用い る

　 民族 も,西 南 アジアにはみ うけ られ る 【松井 　1980:154,190】 。
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写真3-1　 ヒツジの搾乳

ら搾 乳 して い た こ とだ け は確 認 で

き る。 また,モ ン ゴル の北 に位 置

す る チ ュル ク系 の トバ(ト ゥ ワー)

族 の場 合 は,子 ヒ ツ ジを始 終 つ な

い で養 育 し,搾 乳作 業 の前 の催 乳

と搾 乳 作 業 の後 の残 り乳 の 哺乳 と

い う合 間 に だ け,子 ヒ ツ ジを綱 か

ら ほ ど く,と い う　[VuxSHTE】[N

1980:63】 。 こ の 子 ヒ ツ ジ 用 の 綱

は コゲ ン と よば れ,カ ザ フ語 や キ

ル ギ ス語 な どの トル コ系諸 語 に共

通 してお り,音 韻 的 に モ ン ゴル語

で い うホ グ ノ と も共 通 して い る。

ソ連 中 央 ア ジ ア の カ ザ フ族 の 場

合,民 族 誌 に コ ゲ ンが 図示 され て

い る(図2参 照)。 搾 乳 の 前 に,

子 ヒ ツジ ・子 ヤ ギの 首 を,コ ゲ ン

と よば れ る長 い 縄 に つ い た輪(ブ

ル シ ャク)に 結 び つ け る。 大地 に 写真3-2　 ヒツジ搾乳用の綱
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図2　 コ ゲ ン と よば れ る,カ ザ フ族 の子 ヒ ツジ用 の綱

　 　 (Akademia　 Nauk　 S.　S.　S.　R.【1963]よ り)

張ったコゲンの端は棒に結びつけられている。一 日二回搾乳 し,そ のたびに子ヒツジ

は残 り乳を飲む,と ある 【AK∠u)EMIYA　NAUK　 S.　S.　S.　R.1963:356】 。このコゲンない

しホグノの語彙および実態がモンゴル系に起源をもつものなのか,そ れともトルコ系

からの借用なのかは不明なものの,上 述の祝詞が存在することから,カ ザフとほぼ同

様の形状をもつような綱とそれを利用する搾乳方法が,モ ンゴルにも存在 したとみて

もよいであろう。

　 こうした搾乳方法は,子畜をつないでおいて搾乳時の母子分離をはかるとい う点で,

大型家畜といわれるウシやウマの搾乳 とよく似ている。とりわけ,一 本の綱に子畜が

ずらりと留め具でつながれている様は,ウ マの搾乳風景(写 真1参 照)に 似ている。

ウシの場合も,本 格的な搾乳 シーズンになれば,や は り同様に一本の綱に子ウシたち

がつながれることになる(写 真2参 照)。 ヒツジのもう一つの搾乳儀礼 「ホグノ ・ミ

ャラーハ ・ヨス」は,こ れまで普遍的 とみられてきたヒツジの搾乳方法すなわち多 く

のメスをゆわえる方法 とはまった く異なった,別 の方法を特徴づける綱に対する,祝

福儀礼なのである。

　 「ホグノ ・ミャラーハ ・ヨス」の場合,そ の祝詞のなかでは,個 体にとっての搾乳

開始がとくに意味づけられているわけではない。そのような対個体的な関係は表面化

されておらず,む しろ 「すべてが集まったぞ」 と集合を表現 している。人びとの集合

をさしているのかもしれないが,も しヒツジについての表現なのであれば,子 の集合

のことであって,搾 乳の対象となるメスの集合ではない。た くさんの子ヒツジの誕生

に焦点が しぼ られていることが,ダ ルラガという招福の形式にふさわしいのかもしれ

ない。祝詞における表現内容とい う面では,こ れまでみてきたものとくらべて異質で
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ある。しかしながら,技 術的な基盤はきわめて大型家畜的であるといえよう。子をつ

ないでおいて実子の匂いをかがせ るようにしながら搾乳するとい う方法は,催 乳の

有無を無視 して極言すれば,ヒ ツジを,ウ マのように搾乳 していたということにな

る23)。

　ホグノのように一個体ずつを結びつけるとい う方法は,少 数の飼育には適応できて

も,現 在のような多頭飼育には不向きである 【SAMBuu　 1966:204]。 家畜頭数の増加

が,旧 来の飼育方法および搾乳方法の消滅をもたらしたのかもしれない。もし,ど こ

かでたとえ一部な りとも儀礼的搾乳が現在 もおこなわれていれば,そ の際にだけ過去

をうつ しだ して復原的にホグノが使用される可能性は残されている。詳細は今後の課

題 とせざるをえない。とりあえずここでは,ヒ ツジに特有の儀礼ではあるが,そ の技

術的背景は,決 して ヒツジに特有なものではなく,む しろウシやウマと共通してお り,

その点において西南アジアなどでみられる一般的方法と異なっていることを確認 して

おきたい。 ウマなどに共通 した技術的背景がみとめられるとい う点では,生 業儀礼 と

して家畜種間で共通の基盤を有 しているといえるかもしれない。

5.さ い ご に

　モンゴルにおける搾乳儀礼について,そ の作業 と儀礼における手続きおよび祝詞な

どを概括す ると,ウ マに限 らず家畜種をこえて,「初産」が儀礼化の契機 として非常

に重要であることがみいだされた。乳はモンゴル遊牧文化の物質面においてもちろん

重要な構成要素 となっている。本稿はこの意味を軽視す るものではない。ただ,そ の

乳の祭 りでさえも,搾 乳を祝 うことのほかに,搾 乳をもたらす基本的要因として,出

産の開始を祝 う 「増殖儀礼」とい う性格をもっていることを強調 したい。乳はその形

23)　 この ことは必ず しも,ヒ ツジの搾乳が ウマの搾乳の技術的応用であ るとい う意 味ではない。

　 ヒツジの搾 乳において,今 日ウマの搾乳に と りわけ顕著にみ られ る ような子を お とりとして　

母をおび きよせておいた り,子 の匂いをかがせ なが ら搾乳 した りといった母子 の絆 を積極 的

　 に利用 した方法が採用 されてい ることを示 している。そ して,こ の ことは,さ らに技 術史 的

　 観点か らみて も,ヒ ツジの搾乳の開発 にお いて,母 子 の絆 を有効 に活用 した可能性 が高いこ

　 とを示唆す るであ ろ う。詳細は記述 され ていないがキルギスにみ られ る ヒツジの搾乳風景 は　

【SH俎RANI　 1979:96】,ま さに子 ヒツジの匂 いをか がせ て母 ヒツジをだ ます よ うに しなが ら,　

背後 か ら搾 乳 して お り,モ ン ゴルに み られ る母 子関係 介入 の姿 と酷似 して い る　【小長 谷

　 1991b]。 モ ンゴルでは,ヒ ッジの搾乳が消 えつつ あ り,ま た た とえ搾 乳 されていて も,も は

　 や ホグノが使用 されず,子 をつ ながない。 そのために,モ ンゴルのなかで完結 的に,育 児期

　 の母子関係介入 と搾乳期 の母子関 係介 入 とのあいだに,こ うした共通性をみいだす ことはで

　 きないが,地 域 を こえる ことに よって母子 の絆を利用する とい う特質の連続性をみ とめ るこ

　 とが できよ う。
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状ならびにその栄養的意義から,多 義的なイメージをもちうるが,モ ンゴルの搾乳儀

礼は,家 畜個体にとっての出産開始ひいては搾乳開始という通過儀礼的な側面を契機

として実施 され,そ れゆえに増殖儀礼としての性格を色濃 くおびているのである。

　 とりわけウマの場合は,そ の所有そのものが富や権力の象徴とされる。今日では,

儀礼を実施 しなくとも,ウ マを搾乳する牧戸であること自体が,富 裕の証にさえなる

ほどである。 こうした特徴をもっているために,そ の搾乳儀礼はきわめて政治的な行

為 として展開 しやすいであろ う。家畜種のそれぞれに応 じて実施 される増殖儀礼的な

搾乳儀礼のなかでも,と くにウマの儀礼が,人 間の側の増殖儀礼すなわち子孫繁栄の

儀礼的行為へ と移行 しやすい性格をそなえているといえよう。牧畜作業暦からみても,

搾乳開始は夏営地への移動 と,搾 乳終了は夏営地からの移動 と,そ れぞれ結びついて

お り,牧 閑期の夏祭 りになる祝祭的性格をもちえたのであった。

　搾乳儀礼が衰退 した今日でも,な おこれが権力の象徴あるいは政治的行為 として演

出されている様子は,オ ル ドスでのチ ンギス ・ハーン祭典 にみることができる

【DZAMTSARANO　 1961】。そこは,も はや馬乳を搾ることのできない生態環境にあるた

めに牛乳で代替されているものの,マ ルコ・ポーロやルブルクらの記述を思わせるよ

うにツァツァルを実行する。民間で実行されてきたとされる儀礼と比較すると,「ア

ルタン・ガダスaltan　gα伽(金 の ・杭)」 とい う巨大な棒をペニスのごとく大地に立

てて,そ れ に乳を ふ りま くように な ってい る点[DZAMTSARANO　 l961;利 光

1989:40-41】 が,チ ンギス ・ハーン祭典に特徴的である。黄金の杭に民族の繁栄が託

されているらしい。増殖儀礼のなかでも子孫繁栄の意味をもっともにないやすいウマ

の搾乳儀礼こそが 「ウルス ・ガルガハ ・ヨス」の主役であ り,そ れがモンゴル帝国時

代に祖先祭祀へとくみあげられた痕跡が現代に残 っているのではないだろ うか。儀礼

の歴史的展開あるいは政治的展開については,オ ル ドス地域研究として今後の大きな

課題となるであろう24)0

　モンゴルのなかで家畜種相互間の比較をおこなうとい う枠組みで考察してきたが,

ここでさいごに,モ ンゴルの搾乳儀礼そのものの相対化につ とめてみたい。

　搾乳儀礼はもちろんモンゴルにのみ存在するわけではない。たとえば,ル ーマニア

について報告されている 「牧羊祭」は,ま さに搾乳シーズンの開始に際しておこなわ

れてお り,そ の意味では搾乳儀礼であるといえよう。「牧羊祭」を意味することばの

24)ナ ル ドス地方か ら将来 され た 口承文芸 のテキス トが,も っ とも充実 してお り,比 較的古い

　 時期か ら採取 され,儀 礼 内容 を よく反映 している。本稿で採用 した ウシの祝詞の例 もそ うで

　 ある。 また,Serruysの 翻訳 もMostaert神 父 の将来に よるオル ドス地方 のテキス トV'もとつ

　 いていた。他の地域に くらべてはるかにめ ぐまれてい る資料をいかす必要 がある。
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原義は,「不妊 メスを乳メスから分ける行事」であるとい う　【みや　 1988:24】。搾乳

の開始にあたってヒツジの群れが乳メス群とその他の群とに二分され るから,そ のよ

うな名称があたえられている。当地において,こ の分離作業はまた同時に,そ の日を

境に母子が完全に分離されること,つ まり子ヒツジの離乳をも意味している。こうし

た牧畜管理のスケジュールに応 じて,ま さに乳が豊富にしぼれるようにと祈願される。

また,そ のような性格は,搾 乳競争とい うフェスティバルの形に展開してあらわれて

いる。男たちが搾乳量をきそい,ひ いては搾乳スピードをきそうのである。搾乳儀礼

が,搾 乳シーズンの開始 という牧畜作業暦とむすびついているのはもっともなことで

ある。また,乳 の豊穣を祈願するのも当然であろう。ただし,同 様に作業暦 とむすび

つき,同 様に乳の豊穣を祈願することはあっても,モ ンゴルでは,搾 乳量や搾乳スピー

ドを競争するという形態へ と展開 しない。モンゴルでは,乳 が出るような個体に成長

したことを祝い,以 降の増殖を期待するとい う増殖儀礼の性格をおびている。

　ルーマニアに南接するブルガ リアについては,よ り詳細な報告があ り,お なじ地中

海地域であるとはいえ,ル ーマニアともやや異なっている。旧暦4月23日 の聖ゲオル

ギウス祭が,牧 畜作業暦 と積極的にむすびつけ られている　【伊東　 1988:223-225】 。

この日に,夏 営地への移動が(実 際にではな く)儀 礼的にはじめられ,ま た呪術的な

搾乳がおこなわれるという。移動と搾乳のほかに犠牲の屠殺もともなうが,搾 乳シー

ズン開始に際して実施されるという意味では,搾 乳儀礼あるいは初乳祭 といってよい

であろ う。 ここでも,初 産 メスが儀礼的な対象となっているし,ま た増殖儀礼 として

の性格をもっているという。そこで,こ の二点について,モ ンゴルと比較検討 してお

く必要があろう。

　ブルガリアの聖ゲオルギウス祭では,儀 礼的な搾乳の対象として,最 初に子を産ん

だメスか,こ の日にほふられる初子の母がえらばれるとい う。前者の 「最初」 という

のは,初 産 とい う意味ではなく,群 れのなかで トップに出産した,い わば先達 という

意味であるように思われるが,後 者については初子の母すなわち初産 メスをさしてい

るであろ う。両者はまったく異質な 「最初」であるにもかかわらず,ど ちらでもよい

とい うこと自体,こ の儀礼がなんらかのイデオロギー的変容を経ているのではないか

と思われ,興 味深い。 とりあえずここでは,モ ンゴルと共通する後者のケースについ

て,そ の初産 メスをめぐる手続きを比較 しておきたい。

　ブルガリアの聖ゲオルギウス祭において屠殺されるのは,聖 ゲオルギウスへのいけ

にえ としてえらばれた,白 い毛並の初子 ヒツジである　[伊東　 1988:244]。 この子 ヒ

ツジの雌雄の区別は記されていない。キ リス ト教世界のモチーフ[谷 　 1984】が援用
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されているのであれば,お そらくオスの初子であろ う。すると,儀 礼的搾乳の対象と

なるのは,お およそ次のようなプロセスで選択されることになる。 ヒツジの群れのな

かで,初 産をむかえたメスのうち,お よそ半分であろ うオスの子をもつもので,そ の

うちとりわけ白い子をもつ,そ うい う母メスヒツジが儀礼的搾乳の対象にえらばれる。

あ くまでも初子の一つが選択 されたのち,そ の母が選定 される。このように,「初産

メス」といってもブルガ リアの場合は,子 の雌雄と子の毛並をまず問 うという点にお

いてモンゴルとは異なる。 こうした違いは何にもとつ くのであろうか。

　地中海地域の牧畜では,し ば しばオスの子ヒツジが大量に屠殺される。搾乳儀礼に

ともな う犠牲 としての屠殺は一頭であるが,牧 畜作業としては,オ スの子のほとんど

が屠殺 される。オスの子が屠殺されることによって,そ の母であった 「母メス」はも

はや母ではな くな り,搾 乳対象 として利用価値のより高い,単 なる 「乳メス」と化す。

子オスの大量屠殺 という作業は,移 動に際する軽量化をもくろむ間引きである　【谷

1984:52】 と同時Y',搾 乳作業を容易にする間引きでもある,と 考えてもさほど無理

はなかろ う。牧畜管理の特質 としてオスの子を殺すとい う行為が大前提 として存在 し

てお り,そ の前提の うえで初子 もほふられる。セム的一神教において,信 仰の証とし

て我が子を殺すとい うモチーフとなっているオスの初子の犠牲は,上 述のような牧畜

作業を背景にしつつ,子 オスのなかか ら儀礼的存在として初子がとくに認識されたも

のであろう。そして,そ の結果 として,オ スの初子の母であるところの初産メスが特

異的存在 としてあらわれてくるのではないだろうか。すなわち,単 純に個々の個体に

とって初めて出産 したことが儀礼の契機 となっているとみなすわけにはいかない。こ

の点が,モ ンゴルにおける初産メスへの認識 と本質的に異なっているように思われる。

　ブルガリアの聖 ゲオルギウス祭では,超 自然的な力があるとされる草花をヒツジに

あたえることによって,搾 乳量が増加すると期待される。また,そ の草花でつくった

輪を乳が通過することによって,乳 もまた超自然的な力をもつと想像され,新 婚の夫

婦にふ りまく。このような乳のふ りまき行為は,明 らかに増殖への祈願をしめす もの

であ り,乳 と増殖はやは り関係づけられている。 しか し,ブ ルガ リアのように乳の搾

乳量の増加を期待する特定の行為や,乳 に対 してきわめて特殊な力を意図的に付加す

るような行為は,モ ンゴルの搾乳儀礼にはみ うけ られない。モンゴルの場合,搾 乳に

慣れさせるためにできるだけ慎重な手続 きを とろうとする思考と行為がみられるが,

ブルガリアのような乳に対す る特異的なかかわ りはみ られない。その意味では,モ ン

ゴルの搾乳儀礼はむ しろ,乳 をめぐってよりも増殖をめ ぐって展開されている,と い

えよう。ブルガリアのこのような呪術的な搾乳儀礼は,お そらくキ リス ト教以前の,
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より土着的な習慣であろう。キリス ト教的な脚色の有無にかかわらず,モ ンゴルの搾

乳儀礼 とは異質なようである。

　 ところが,ブ ルガ リアにおいても増殖儀礼 としての性格がみとめられるとい う。た

だし,こ れは,聖 ゲオルギウスに対 して犠牲 として初子ヒツジをほふ り,そ の血ある

いは共食後の骨をめぐって展開する要素である。つまり,増 殖儀礼としての性格は,

搾乳儀礼のなかにあらわれるのではなく,搾 乳儀礼をも包括 している聖ゲオルギウス

祭において,搾 乳儀礼 と並行 して実施される初子のほふ りとい う局面でたちあらわれ

るものなのである。 これに対 して,モ ンゴルの場合には搾乳儀礼のな りたちそのもの

が初産を契機 として,そ のまま増殖儀礼になっていると解釈 してよいであろ う。

　 とりあえず,初 産を契機にして,神Y'さ さげ られるものの違いを,モ ンゴルとの差

として明確に指摘す ることができる。ブルガリアなどの場合では,初 産を契機 として,

神にささげられるのは初子である。初子が神に属すべきものとして認識されていると

するならば,こ れに対 してモンゴルでは,初 乳が神に属すべきものとなっている。や

は り同様に初産を契機 としながらも,そ の初子が犠牲にされているわけではな く,初

乳が天地にふ りまかれているか らである。

　そもそも,乳 の分泌と出産とは,分 離できないほど密接な関係にある。したがって,

儀礼として 「乳を重視す ること」 と 「増殖開始を重視すること」は,た がいに密接に

関係 しあっている。両者は共存 しうる認識であって,分 離 しがたい儀礼の契機である

ようにみえる。 しかしながら,そ の一つの契機において,乳 にもっばら注 目してその

量的増加や質的向上をめざし,ま た乳の呪術的効果を期待する思考 と,も っばら出産

に注 目して個体数の増加を期待す る思考 とのあいだには,や は り異質な認識があると

思われる。また,乳 にもっばら注目している前者では,肉 として初子を神にもどす思

考がみとめられ,逆 に肉にもっばら注 目しているような後者では,初 乳を神にもどし

ているとい う対比的な特徴 として抽出することもできる。

　 ブルガリアとモンゴルとを簡単に比較 してみると,家 畜 という類似 した対象をめ ぐ

って,表 層的にきわめて類似した要素がみられ るにもかかわ らず,本 質的にかな り対

比的な特徴をもった儀礼が展開しているといえるのではないだろうか。それは,異 質

な技術を背景に しながら,認 識 と技術とが相互に影響 しあってきた結果なのではない

だろうか。だとすれば,搾 乳儀礼にかぎらず,牧 畜技術体系の総体にかかわるであろ

う。た とえば,イ タリア中部山村では,妊 娠,出 産,授 乳 搾乳にかかわる弁別特徴

によって成熟メスが細分化されている 【谷　 1976:37】。 これらの弁別特徴は,同 一個

体に対 してサイ クリックにおとずれるものであるから,当 然ながら,こ れらの類別名
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称も同一個体に対 してサイクリックにあたえられるという特徴を有 している。 これに

対して,モ ンゴルでは,ま ず第一に,乳 利用をめぐるそれほど精密な細分化はないと

いってよい。第二に,成 熟メスをあらわす類別名称は,ど の家畜種においても通常は

経産 メスを意味 している。いわば,成 熟 とは出産を経験 したことと同義になっている

のである。第三にこ,成 熟可能な年齢段階に達 したものの,い まだ出産を経験 していな

いメスあるいは初めて妊娠 しているメスを表現する類別名称が存在する。たとえば,

ウマの場合はバイダスbaidasで ある。モンゴルにみられるこの細分には,弁 別基準

として年齢 という段階がふ くまれてお り,そ れゆえにサイクリヅクではあ りえない。

さらに,家 畜種をとわず,ホ スランxusranと い う類別名称 も存在する。これは,次

の妊娠がないために乳がいつまでも出つづける状態をさす。すなわち,懐 妊していな

いとい う状態がチェヅクされているわけである。もちろん,こ のホスランの状態 も乳

の利用と密接にかかわった弁別基準ではあるものの,搾 乳作業にかかわるサイクリッ

クな類別名称ではない。その意味で,乳 利用に主眼をおいた作業暦上の精密な細分は

モンゴルにはみられない,と いってよいであろ う。

　 また,搾 乳をめ ぐる儀礼においてみ とめられる対比的な差異は,さ らに自然認識全

体の差異にもかかわってくるであろう。たとえば,搾 取および資本 と対応する牧畜関

係の語彙を比較すると興味深い。 ヨーロッパでは,milking(搾 乳)が 搾取 と対応 し,

資本にはlivestock(家 畜の生体)が 対応する。また,　capitalは とくにヒツジの頭と関

係し,さ らにcattleと 同源であることも,資 本 と生体の対応としてみとめられる 【山

下　 1974:691。 これに対 してモンゴルでは,搾 取をモシギフmosigixと いって,肉 を

きれいに食べることを原義とす る語彙で,骨 まで しゃぶるとい うような意味に由来 し

ている。また,資 本をホロンゴkorongoと いい,こ の原義は乳製品加工における酵

母(乳 酸菌)を 意味 している。モンゴルでは,肉 が搾取 と,乳 が資本 と対応 している。

このように,肉 と乳をめ ぐって搾取 と資本の関係は,モ ンゴルとヨーロッパではちょ

うどさかさまになっているのである。たとえ,そ れが レトリック上の偶然であるにせ

よ,こ の偶然を可能Y'す るだけの技術的基盤 とそれに呼応する思想的基盤 とがあ り,

体系としての総体が異なっていると仮定するのは,あ ながち無謀ではあるまい。

　 こうして考察をひろげていくと,「牧畜は,家 畜を殺 さずに乳を利子として利用す

る生業である」 といったこれまでの簡単な定義は,今 後の牧畜論ない しは遊牧論にお

いてもはや このままでは通用 しないであろう。単に,ア ンデス地域の牧畜や一部の ト

ナカイ放牧のように乳を利用 しない牧畜世界 もあるという事実からだけではなく,乳

を利用す る世界を考慮するうえでも,乳 利用 と密接にむすびつ く他の要素が全体 とし
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てかかわ りなが ら異なつた世界が存在するからである。また,事 実として家畜の殺 し

は必要であ り 【小長谷　1991a],殺 しをめ ぐってその対象や方法に明瞭な差異もまた

存在するのであるから,家 畜の屠殺あるいは肉利用を無視することはできないはずで

ある。

　このような展望のもとに,モ ンゴルの搾乳儀礼をさらに牧畜に関連する他の諸儀礼

たとえば去勢儀礼や屠殺儀礼,ダ ルラガとよぼれる招福儀礼などと関連づけつつ,そ

のサイクルのなかで考察する余地が残されている。これを筆者自身の今後の課題 とし

たい。
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